
訳註ヘーリアント(救世主)
〈第15歌章一第20歌章〉

石川光庸

〈第15歌章 12使徒を選ぶ〉

このことを彼はこの世においてしばしば

多くの輝かしいわきを 行うことによって示した。

すなわち彼はみずからの手で、 足萎えであろうと盲人であろうと、

その数多き人々を

邪悪な仇敵たちが

きわめて危険な、

さまざまな病から救ったのだ、

人の子たちに投げかけた

未来永劫続く死の床への病、

そのような病気の数キから。 そこで人々の群れが

一日たりとも途絶えることなく、 我らの主が弟子たちとともに

居られるところへと押しかけたので、 さまざまな民族からなる

大群衆がそこに 集まることになった。

とはいえ、皆が同じ信仰で 同じ心で

来たわけではない: 天帝の御子のもとに米た人身のある者は

貧乏人の一群で 一一彼らには食べるものもなかったのだ一一

この多勢の人々のもとで 食べものや欽みものを

1215 

1220 

もの乞いするのが目的だった。 という のも、心正しきもののふ、 1225 

貧者に喜んで布施をする人たちが そこにはたくさん

いたからである。 またある者たちはユダヤ族の人たちで、

心の幽った民族だった。 彼らがそこにやって来たのは

裁らの主の 行為と言葉を待ち伏せて

陥れるためだったぜ 卑劣な思いを、 1230 

邪悪な意図をもっていた . 支配者であるキリ ス トから

人々を離反させ、 彼の教えを聞いたり、
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心をそちらへ向けたりしないよう狙っていたのだ J またある人々は賢明で、

思慮にたけ、 神の愛顧にも値する

より抜きの人々だった， 彼らがキリストの教えの場に米たのは、 1235 

キリストの聖なる言葉を聞き、 それを学び、

かつ実行するためだ‘ったコ 彼らは篤き信仰をもって

固くキリストにとりすがっていた 彼らは肘き思いをもって

主の従者となったのである。 それは「定めの日Jが来たならば

キリストが彼らを 最高の恩恵へ、すなわち神の王国へ

連れていってくれるのを望んだから。 実際キリストは

人類の多くを受け入れて、 永く続く彼の庇設を

約束し、 しかもその通りに立派に実現したのである。

そこでこの名も高きキリストの周りに たいそうな数の

人々か札まったのだ i ありとあらゆる国々から、

どんな遠い道のりをもものともせず、 力強き人々の群が

集まってくるのを彼は自にしたむ 彼の名声はかくもあまねく

伝わっていたのである。 すると彼、人の子の中の最も権勢ある御方は

人身の群からはなれて ひとり静7う、に座るために、

力強きこの御方は、ある山に登った。 そしてみずから

牧としては十 ー人、 忠誠なる心正しき者たちを

選び出した〉 その後のすべての日キ を

主イエスは 彼らを弟子として

常にみずからの側に 置いておきたいと望んだので、ある。

そこで彼は次十 とすIを呼び、 自分の近くに来させた。

まず第ーには アンデレとペトロの

兄弟を、 次にまた二人、

ヤコブとヨハネを。 この二人は神の心にかない、

神は彼らに慈悲深かった。 彼らはその生まれから言うと

父を同じくする息子同士だったっ 神の御子はこの人々を

良き弟子として選び、 更にまた多くの者とも を、

名高い男たちを選んだ・ すなわちマタイとトマス、

二人のユダと、 もうひとりのヤコブ、

つまり御自身のし、とこを。 キリ ストとこのヤコブは
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ご人の姉妹の血筋の ものであって、 1265 

良き親族であったのだ。 救世主キリストはこうして

九人を数える男たち、 まっすぐな信仰の者たちを

得たのである。 それからまた第十番目を選び出し、

他の者たちに同行させた・ その名はシモンと言った

また、異民族のバルトロマイを 山の上へ 1270 

おもむかせ、 また彼と ともに忠誠の士 ピリ ボをも

行かせた。 かくしてこの十:人の

勇士たちはそろって、 助言を与える御方の座っているところへ、

あまたの人の庇護者のもとへ、 ひそかな語らいをなすためにお もむいた勺

この御方こそ全人類を 地獄への道から救い、 1275 

冥府の苦しみから助けようとしていたのだ。 たとえだれであれ、

キリストがその偉大な叡智をもって 世の人に示そうと期している

慈愛に満ちた教えを、 実行しようと望む人でさ えあれば。

{福音書その他との対応)121i -1220行は「マタイJ4章25節、 1221-1241行は同節につい

てのHrabanusの註解、 1241-1248行は121i-1220行の再説、 1 2~8 -1254行は「マタイJ

5章l節、「マルコJ3章13節、「ルカJ6章13節、1255-1272行は「ルカJ6章14節と 15節、

「マルコJ3章17節、 Bedaの r}~カ J 6章15節についての註解、 12i2-1278行は詩人の自由

帰入。

(Tati阻との対応)22章1-6節。

第15歌章註解

1211) that : 1208行の接続詞thatで導かれる文意を受ける。

1212) th姐・従属接続詞トのときにJ(独als，英when)合

1213) halte :αdj. halt r足萎えの、政行のJの名詞化、男性複数対格。ゴート語haltsをは

じめ共ゲルマン的単語であるが語源未詳。おそらく 「打つ」の意の印欧祖語、el-/k.l品ーの過去分詞

1:由来するか? ドイツ諸においては中高独語までhal3があったがその後lahmにとってかわら

れた 英語では現在までhaltが残っている。 blinde:αdj. blind (英主主ともblindJの名詞化、

男性複数対格。 ~n l!.X祖語、hel- rキラキラ光るJに由来し、「まぶしい (ほど光る)Jが原義かと

号、われる。「ボーッと光った、あいまいもことした」 が原義という説もある。

1214) lefhedi : stf.leιhed r病弱さ、病気Jの単数与倍 αdj・lerr弱い、病気のJは古英語、

古フリ ジア語、 古ザクセン誇のいわゆる「北海ゲルマン語」に共通に登場するが、 語源不詳。
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1215) suhtiun : stf suht i病気， (独Sucht)の複数'Hi't αdj.siok I病気のJ(独siech，英

sicklから作られた名詞で、印!玖祖諾ホseng-i悲しい、 病んだ」に由来。高地 ドイツ語ではこの

系統の語は中世後期にkrankにとってかわられた。 so:関係代名詞。 allaro・αdv.iすべ

ての中で(最も・)J (独aller-J。もともとは中性複数の(部分)属格。613行例と同じく、既』こ

最上級を強めるαdv として固定している suaroston αdj. swar i重い、困難なJ(独

schwer)の最上級、 女性綾数対絡。原んは 「重量のある」だったが、 既にゴー ト誇swersが「重

要な、尊敬される」という 比檎的意味を持っているこ とからわかるように、まもな く「困難な、

つらい」という意味をも帯びるようになった。

1216) barn :複数対裕 ，，{う本ではbarnun， 貧und 複数主格。 biuurpun: stv.(皿ー2)

bi-werpan i投げつけるJ(独!be-Jwerfen)の過去 3人称複数。werpanはゴート語wairpanを始

めとして共ゲルマン的単語。

1217) legar : stn. legar i病気」の複数.tJ絡 印欧祖語ホlegh-i横たわるJ(独liegen、英to

lie)に由来し、原義は [寝床J(独Lager，英lair)で、 比聡的に「死者の寝床→墓」や「人を寝床

につかせる者→病気jともなった)

1218) gehuuilikes 副詞的機能の腐格 (601，954行に既出)

1220) meginfolc : stn. megin-folk i大群集Jの主防 managaro thiod iさまさまの

氏族の」。

1222) sume'・.sie: i彼らのある者たちはJ。不定代名詞sum(英some)は496行に既出。

ここでは 3人称代名詞と結び、 英someofthemの意。 sumit =英someofit 

1223) ates : stn. at I食物J(独Essen，英eat-ing)の属十件 印欧祖語句d-i食べるJに由来

し、ラテン語edereなどと向根。 tharf: stf i欠乏、欠落:必需(品)Jの主栴 1187行註を

参照。

1224) that 目的を示す従属接続詞。 im・与絡の再帰代名詞。 皿 ates: 1054行註を参照。

次行thiggianの属格白的語。 drankes: stm. drank i飲みものJ(独Tr回 k，英drink)の属絡。

ゴート語drigkanをはじめと して全ゲルマン共通語。

1225) thigidin : sωv. thiggian i乞う;も らう 」の接続法過去、 3人材、複数 印欧祖形は

本tekーで「手をのはすlの意。「ある人にある物を乞う」を iat +人+物の属格Jで表わす。

1226) aIamosnie : stf alamosna i施物、喜捨J(独Almosen，英almslの単数対格。「同情、

慈悲Jの意のギリシャ語が教会ラテン諸経由でゲルマン諸に入ったもの。但し口詩的に崩れた形

で、つまり民衆語として採用された。

1227) e氏・「また一方では」。

1228) fegni αdj.(fekniとも)iまやかしの、 裏切り の、邪悪なjの中性単数主格。現代ドイ

ツ語には保持されていないが、 英語ではfakeiにせのム ficklei気まぐれな」に名残をとどめて

いる。 folcskepi: stn. folk-skepi i民衆 ;民族、部族J(独Volk・schaft) の単数主栴 te 
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thiu， that…:独da血r，das".，. 

1230) faron : swv.(属格目的語をとって)r待ち伏せする、危険な目 に合わせるJ。印欧組諸

事per-r試みる、敢行するJに由来し、ラテン語peri-clumr危険Jやex-perimentumr試みjな

どと同恨 名詞faraはしたがって i(敵側の悪意ある)試み」が原義であるが、中世初期には意

味が狭くなり「たくらみ、待ち伏せJとなった。中世全体を通じて(古高独fara，中高独vare)この

I危険なたくらみ、待ち伏せJが第一義であったが、次第に一般的な「危険Jに意味の重点が移り、

現代独のGe・fahrに至る。独四 -gefahrrおおよそJも原義は「たくらみのない、邪念のないJだ

った。英語では危険に対する恐れの方にり 川、か n~ ; て、 今日の fearに至る。

1232) aledian : swv. a-I岳diani…にとって ・を不快なものとさせるJ(独ver-Ieiden，英

田akeloathe)の不定形。 Cristは対絡 d

1233) uuendin sU't'. wendian (独自chwenden)の接続法過去3人称複数c

12341 gode uuerde r神lことって価値ある(人たち)J。

1:!351 alesane stv. a-Iesan i選び出すJ(独er-Iesen)の過去分詞(複数主格). im 

kumanにともなう与格の再帰代名詞

1238) gefangen :この場合のfahanは自動詞的で 「 をつかもうと手をのはす(しっかり

と)とりっしとりすがるJの意(独festhalten1 

1239) thioduuelon : swm. thiod-welo r最大の幸福、至福Jの単数対絡む

1240)加 dagon: swm邑n-dagor死亡の日Jの単数与栴 古いゲルマンの法律用語で、支払

いその他の義務履行に定められた「一日、一定の日J、すなわち「予定日jが原義。 fへーリアン

トl作者は北欧や英語でよ く用いられる法律語を「神によって定められた最後の日j、すなわち

f死亡日Jないし「最後の審判の日」の意味で用いている。弱変化のdagoという 形は他には見ら

れず、 en-dagoが古い由来の固定表現であることをうかがわせる。

* 1221行から 1243行までは福音蓄には対応部がない_Hrabanusの「マタイJ-1章25節に対

する註解が、イエスのもとに集まった群集を4種に分類しているので、これを参考に して補足し

たものと思われる 1228行前半部には、ユダヤ人はキリスト殺しの罪人という、初期キリスト教

時代からすでにあり、この時代にはローマ・カトリ ァクの公式見解として定着していたユダヤ人

観が現われている。(だだし一般民衆の聞の激しいユダヤ人憎悪は、 卜字軍以降である)。

Murphy はこの箇所を、ザクセン族を弾圧するフランク族への反感の露呈したものと解釈してい

る (43頁)。

1242) mundburd : stf. mund-burd r庇護、保護J。語源については378行mund-boroi庇護

昔、守り手」の解説を参照。「庇護を担うこと 、請け負うことjが原義。この語は mundi-

b町 diumとして中世ラテ ン語にも取り入れられ、古フランス語にも伝わった(main-bournie).，

1244) megin : stn. r多数、大群衆、箪勢jの主格。「力、能力Jの意のmeginImugan， 

mahtなどと同系)は841行に既出。「力、能力Jが 「闘争力、勢力Jを粍て 「大軍事事」、更に「大
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l洋衆Jの意味に至ったのは、 kraftの場合と同じ，

1247) lungro・αdj.lungarの複数属格。 987行に既出一しかしM写本ではlUngaroとなって

L、るつ

1250) sundar αdv. r分離して」。ゴート語sundroをはじめとするケルマン共通単語。印欧

祖語、eni-/senu-r分離」に由来し、独be・sonders，sondernなとと同系。 gesittien: stv. gi-

Slttl姐「座る、着席する」の不定形ーここでは目的を示す(独um"'zu，英inorder 句・・)。

1251) tuuelibi 数詞twelifの復数対格形。 getalda: s町 v.gt-ぬllianr数えあげる、決め

るJ(独 'er-lzahlen，英旬匝ll)の過去分詞gi-taldの複数対格。「数えられた (選ばれた)者とし

てJの意でtwelbiの目的裕補語。 treut泊 fta・αの.tre吐la氏「誠実なJ(独treu，英true)の複

数対格。原義は「樹木、木材のようにまっすぐな、柾目が通っているjで、英treeと同根(l31

行に既出)。異教ゲルマン時代には主君に対する忠誠を表わしたが、キリ スト教導入とともに「主

キリストに対する純粋でまっすぐな信仰」に重点が移った。しかしこの箇所でもまだ主君への忠

節というニュアンスは色濃1.，¥，:

1252) te iungoron . Jungaroは元来「若い者 ;若い奉公人、下男、小姓」で、 正確にはラテ

ン語disciplusr学習者、生徒Jや apostolusr使者jに対応しなし、。文字文化のなかったゲルマ

ン人は、 「生徒Jに相当する概念をもたなかった (92行註参照)。

1254) gesidskepea : stm. gi・sid・skepir従者団、共揃え、随行Jの単数与格。異教ゲルマン

的響きが強い。

1255) nemnida : sωv. nemnian r名を呼ぶ;名づけるJ(独nennen，英ton印刷の過去単数

1259) he : = god 

1264) is selbes: rキリ ス ト自身のJ， suuiri: stm. r姉妹の子供 ;~‘とこ 」 の単数対偽

swestarからの派生語。古英語、古スウヱーデン語、古7リジア語、古ザクセン語のみに堂場す

る。 gisustruonion・npl.giswester r &<!i妹iの与絡。この語形はこの1例のみ， M写本は

swestronとなっていて問題がない。

女 アルパヨの子ヤコプが、キリストの母マリアの姉妹の子であるという説明は、Bedaの註

解による。福音書にはその記述はない

1265) cnosles: r同じ家の」 の意で(giー)swestronにつく。 cumana: kumanの過去分詞、

彼数 u持

1267) niguni 基数回伊皿 r9 J (独neun，英nine)の名詞的用法、対格。

1268) tehandon :序数tehandor第10番目のJ(独zehnt，英tenth)の(弱変化)男性単数対格c

1271) adrum : =odarum 

1273) runu : stf. runa r (内輪の)話し合い、(秘密の)集会、相談jの単数与格。gi-runir神
硲Jとして第3行に既出。ゴート語のriinaをはじめとして共ゲルマン的。「ひそひそと声をひそ

めて諮る」慈の擬音が出発点ら しく、そうだとする とラテン語のrumorr物音、うわさ話Jも同
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板らしIt¥0 現代独raunenrひそひそ話をする、ささやくJはこの名詞runaの直系子孫であるが、

名詞Runerルーネ文字jは、 17世紀以降ゲルマ ン古代学の発達とともに新たに取り入れられた

学附語である radand : stv. radan(VII-2) r助言するJ(独raten)の現在分詞、 名詞的用法

rt助言を与えてくれる人、長老、支配者」。イエス・キリストについてのみ用いられる。古英詩

fヘーオウル7Jでも神のことをR琵dendとしており(1555行)、 アングロ・ サクソン系の表現と思

われる。radanの語源(英ωreadも同根)については226行註を参照。

1274) allumu : adj. allの中性単数与裕(但しC写本はallon) 次行helpanの与絡目的語であ

るmancunnieにつく。

1275) hellie : hellia r地獄」の属格。 helliegethwingは945行にhelligitwingとして笠場。

belpan : stv.( rn) r救助する、助けるJ(英tohelp，独helfen)。与格目的語をともなう。

12761 so huuem so: rだれであれ・しようとする人に(力を貸そう と…)J。前行helpanの

与格目的語。合ummlanの対格目的語がlera

1277) lioblika :αdj. liob-Iik(独lieblich)の久性単数対格。 め…lera，so・・:後のsoは関係

代名詞。

1278) hogda : < huggian。

肯 1272ー 1278行までは、 1279行への導入的自由補足文。

〈第16歌章 山上の説教一真の八幸福〉

さてこの救い主キリストの まわりに弟子たちは

寄り集まった。 主みずからが多くの人身の中から 1280 

選りすぐった者たちが。 この賢い男たちは

神の御子のまわりに いそいそと集まった、

志のある者たちが。 主の言葉を待ち望み、

思いをこらして沈黙していた。 民衆の救い手、

支配者である御方が どんな言葉によ って 1285 

みんなのためになる何を f云えようと しているのか

切に知りたかったのだ。 さてそうして国土の牧者、

神みずからの御子である方は みんなの前に座り 、

多くの賢い言葉を用いて、 どのようにした らこの世において

神を讃えるわざを なしとげることができるのか教えようとした。 1290

彼はそこに座ったまま 黙って長いこと彼らを見つめた。
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聖なる主の心は 彼らへの好意でi前ち、

おだやかな想いを抱いていた さて彼は遂に口を聞いた。

支配者の子息である御方は さまざまな言葉を用いて

数多くのすばらしいことを教えたのである。 賢明な言葉を用いて 1295 

この男たちに、 すべてを支配するキリストが語ったのだ、

ここにおけるこの説教のために 選び出したこの者たちにや

すなわちいかなる者たちが あらゆる人身の中で、

人間という種族の中で、 最も神に愛される者であるのかを。

主は彼らに心をこめて語った この現世である中つ図において 1300 

謙虚きの放に その心の中が貧しい人たちは

幸いなのであると。 r彼らには永遠の国が、

かくも神聖なる 不滅の生命が天国の沃野において

約束されているのだから。」 また彼が言うには、心の柔和な人は

幸いであると。 r彼らはこの栄えある地を、 1305 

上に述べたその国を所有できるのだからJ また言うことには、

自分の汚れた行いをl嘆く者も幸いである r彼らは後に思寵を、

主の国において慰めを期待できるのだから。 また、この世において

正しい裁きを下すことによって良き報いを欲する者も 幸いである。主の国で

その賢き行為放に彼らは満たされるのだから。 そのような報いをこの勇士 1310 

たちは知ることができるのだ、 審理の場に座った時、他者をひそかに

1吹かず、正しい裁きを下す者たちは またこの位においてその

胸の内が慈悲深い勇者たちもやいである。 彼らには聖なる主君が、

力ある御方みずからが慈悲探くして下さるのだから。 また多くの人の中で

j青い心を持つに至った人々も幸いである。 彼らは天国を支配される御方を 1315 

その国において見ることができるのだから。」 また言うことには、

「人身の中で平和に生き、 いかなる闘争もせず、 みずからのわざで訴訟沙汰を

引きおこさぬ者も幸いである。 その人々は 主の息、子と呼ばれる。

というのは主はそんな人に恵み深くして Fさるのだから。 彼らは神の国を

~(/k く楽しむことができるのだ。」 また言うことには、 1320 

義を望み、 「そのために力ある人今から迫害と誹誇を受ける者も

幸いである J 彼らには天において

神の牧場と 霊としての生命が与えられる。
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しかもそれはキ;来永劫そうなのであり、 彼らの至福の財産には

終りということがないのである。J このように支配者キリスト は 1325 

もののふたちのために その数は8つにおける幸福を

語ったのであった r これらをもってすれば誰であれ常に

天国をわがものにできるのである ーーーもしそれを望むな 句ば一一一、

それともまた永遠に 1蓄と喜びとを欠くこと になるであろう、

いつの日かこの世界に、 地上の生命の定めに別れを告げて、 1330 

他所の光を 尋ねることになる時。

それが好ましいところとなるか、 つらい所となるかは、その人がこの世で

この人キのあいだで仰をしてきたかに依るのだがυ こんな言葉で

すべての支配者たるキリストは、 王の中の最強の御方、

神自身の御子は 弟イたちに語ったのだ。 1335

fあなたたちもまた幸福になるでしょうJと彼は言った、 「なぜなら人身は

この国の至るところで、 あなたたちを訴え、誹誇し、

剛り笑い、 そして多くの危害を加え、

この世間において 悪事をあなたがたに企て、

胃潰の言葉と 敵意とを投げつけ、 1340 

あなたたちの教えを拒否し、 多くの迫害を

あなたがたの主の故に、加えるからだ。 だからこそL‘つも

あなたたちの心と生命を喜ばせておきなさL、。 その報し、はもう

神の国に用意されているのだから。 と'の善行に対しでも たくさんの、

何倍にもなった報酬が。 それがあなたたちへの君主美である、 I :I~:; 

あなたたちは以前の世で 苦難の道を歩み、

この世の悪に悩まされたのだから。 他の者たちはつらい目に会い、

冷厳な裁きが下されるだろう、 この地で財宝をねち、

大きな世俗の富を持てる者たちは。 j庄らはこの世で喜びを浪費し、

十分な楽しみにふけっている。 彼らはI'Hiι;こi度った後、 1350 

はるかに苦しい裁きを 受ける定めになっている。

すると彼らは自分たちの惨めな状態をl嘆き悲しむのだ、 この世では

喜びに満ち、あらゆる楽しみを味わい、 不義不徳のすべてを

心のおもむくままの放縦 :1休を、 悪行の数々を、何ひとつとして

止めようとしないこの者たちはー 彼らはそこで報いを'受ける、 1355 
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訳註ヘーリアン ト(救世主)

苦しい災いがそれである。 そして彼らは悩み苦しみつつ、報いを、

身の破滅を見ることになるだろう u そこではじめて彼らの心は痛むのだ、

この世かさりの幸福ばかり を あまりに多く求めたことに、

胸の中で悔いるのだ。 だがあなたたちは彼らの悪行を谷め、

言葉をつくして喰いとめなさい、 今私がこうあなたたちに話しているように、1360

真心こめて、 校、の仲間たちょ、正しき 言葉をもって

語りなさい。 今からあなたたちがこの世の

塩となることができるように、 そして'Wi本い人身の

悪行を正し、 その結果人々が良き事柄に

身を転じ、 仇なす悪魔の前を、サタ ンの行為を 1365 

見捨てて、 主なる御方の国を探しもとめることができるようにつ

だからあなたたちは、 多くの人を教えさとして

夜、の教えに導くべきである もしあなたたちの誰かが堕落して

この為すべき教えに 背くとすれば、

その人は、海の浜辺に 広くばらまかれた 1370 

塩も同然 何の役にも立つことはなく、

ただ人の子がその足で 踏みにじるだけであろう 、

人々が砂浜で。 神の言葉をほかの人に知らせる義務のある者は

このようになるのである. もしみずからの心に疑念を生じさせ、

そして清い恩いとみずからの言葉をもって 人キを天の国へと 1375 

励ますことをせず、 神の言葉を語り告げ、る気をなくしてしまい、

語る言葉も揺らいでしまうとすれば、 そのときは支配する主は、

力強き御方は彼に対し怒りをいだくであろう。 そして人々もまた p

すべての人間にとって、 人々にとって主は災いの主となるのである、

もし主の教えが 何の役にも立たぬことになるなら。 1380
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訳註へーリアン ト(救世主)

{福音書その他との対応)1279 -1280行は「マタイJ5章l節。 1281ー 1290行は自由挿入文c

1291ー 1299行も反復的敷街。 1300-1304行は同3節、1304ー 1306行は同4節、1306-1308 

行は同5節、 1308-1312行は同6節、 1312-1314行は問7節、 1314-13161rは同8節、

1316 -1320 j Jは同9節、 1320-1325行は同 10節、1325-1336行は以上のま とめである挿入

文、 1336-1342行は同 11節および「ルカJ6章22節、 1342-1345行は「マ タイJ5~12節

および「ルカJ6章23節、 1347-1359行は「ルカJ6章24節、 25節にもとづ く補足、 1359-

1373行は「マタイJ5章 13節、 1373行以下はHrabanusoどの箇所もHrabanusの註解の影

響が大きいが、とりわけ1325行以下および1373行以下の要約的部分に顕著である。

(Tatianとの対応)221:n節以降、 23章、 241主

第16歌章註解

12841 thagodun : sωv， thagon r沈黙するJの過去複数。ゴート語Tahan，古ノルド語Tagno，

古高独語dagen，ラテン語tacereなどと同系。

12鉛)sat im : sittianは「関心の与格」の再帰代名詞をともなうこ とが多い(988行)，

1288) spahuuord : stn， spah-wordけれ、言葉jの複数対格。 sp幼 (i)については125行註参照。

官 1281-1290行までは自由補足。イエスが何を話そうとするのか、 弟子たちの緊張した心境

を表現したかったのだろう。こことほとんと同じ文章が山上説教前半部が終わる 1580行周辺に霊

場するこひとつの山場の前後を明白にしようとの詩人の意志が読みとれよう。以下1299行までも

反復的敷桁文である。

1291} suuigoda : s山v，swigon 1-沈黙するJ(独schweigen)の過去3人称単数。西ゲルマン共通語。

ドイツ語では中世末期までdagen(古ザクセン語thagon，1284 li Iと並立し、 かつ弱変化だった。

肯 イエスが「沈黙していたJとは福音盤にはないが、「ルカJ6常20節の 「そして目をあげJ

や、 f，デイJ5章2節の「口を開き」などから詩人が碍き出した表現。

1293) antloc : stu，( D) ant-Iukan r(錠などを)開く J('f英tolock)の過去3人称単数。独

Loch f穴」、 LuckeiすきまJ、Lu孟er小窓、明かりとり」などと同根。英lockからわかるよう に

lukanは「閉さす」が原義であるが、「閉ざされた場所→牢獄として用いられた州火→(小さい)穴、

すきま、明かりとり」のよう に意味が移ってLochなとに至った。

1295) marlic :αdj. mar-lik fすばらしい、見事なJomariについては269行にl止法

1296) them :前行ffiannumを指す代名詞。 tetheru spracu rこの演説のために」

1298) huuilike…: 1295行sagdeと結ぶ間接疑問文。 uuarin 接続法。 irminmanno

stm， irmin-manf(すべての)人、人間全体」の複数属裕c 一般性、普遍性を強調するlr皿mーについて

は340行註を参照。

1300) te sodan : 925行に既出。イエスが好んで用いる「まことにJ(羅amendico， autem 
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訳註 ヘーリア ント (救世主)

dicoなど)の衣現

* quad that この筒所から 1325行まで山上説教の中でも最も重要な 「真の八幸福J(真縞

八端)が語られるが、その中でquedanが5回、このquadthatという主語を省略した形で (しか

もthat以下に直説話法と間接話法を混ぜるという特別な技法で)用いられている。「マタイJ5章

3節以下で8回繰りかえされる Beati..， r幸いなるかな」という印象強いラテン詩情文を、その直

訳たる Saligeuuarin， Salige sind ocいなどのみならず、 quadthatの反復によっても聴衆の耳に

刻みこもうとしたのであろう。「語る、告げるJは一般的にはseggian，tellian， sprekanであ り、

quedanはquadheのように倒置の形で軽い婦入句として用いられるのが普通。主文において

(しかも主語もな く)Quad thatーと 5回も繰りかえすのはきわめて稀と いってよく 、聴衆の耳に

は新鮮に響いたことであろ う。

1301) middilgardun :弱変化例はこの1例のみ。ゴート語聖書から既に用いられてはL、るが、

この時代のザクセン大衆にはまだ古来の異教色の濃い言葉だったろう。

1302) odmodi 古高独語dio皿uoti(独De皿ut)とのニュア ンスの差については376行註を参照3

* rルカJ6:1在20節では単に「貧しい人々J(Beati pauperesJ、「マタ イJ5章3節では「心

の貧しい人々J(Beati pauperes spirituJ となっており、 Tatianも「マタイ」を直訳してSalige

sint thie thar arme sint in geiste(22 t詳8節)と なっているのを、 fへーリ アン トj詩人が 「謙l1fさ

の故に心の中が貧しい人々」と補足して訳しているのは、Hrabanusの「マタ イj註解にもとづ

いている。

1305) mad皿undieαdj.mad-mundi r心の柔和なJの複数主格。古高独語mam-munt.iと

ともにラテン語mitisf柔和なJの翻訳語であるが、語源は必ずしも明らかにされていなL、前半

のmad-[古高独man-)は現代独語皿unterr Jじ気な」と同系で、 fl喜しい」を原義とするゲルマ

ン祖語勺nanTaーに由 米し、後半の-mundiは現代英治mindと同系で、「思い、 心、 記憶」を原義

とするゲルマン祖語m四 di-(巨!l欧狙語.men-Jに由来するという説 (Ilkow，268頁)が有力であ

る。 ただ、これではmaιmundiはほぼ「朗らかな、快活なjを表わすこと になり、 「柔初な」 に

はまだ距離がある。しかしこのl例しか受場しないmad-mundiとは異なって多くの使用例が見ら

れる古高独語mam.muntiは、既にラテン諾mollis，lentus f柔かい、おだやかなJをも表わして

おり 、したがってこの古高重量誘が 『へーリ アント』 にも影響を与えたと考える ことも可能である。

「朗らかさ、快活」 がキリス ト教的「柔和」と結びついたことは、逆に改宗以前のゲルマンの誇り

高き英雄たちがおおむね暗鯵で軍事黙がちであったことを示唆するのであろう。あるいはまた、改

宗期のゲルマン人にとって許容できる範聞の「柔和」とは、「快活明朗であることjが限度であ り、

それ以上の柔和さは怯儒と見なされた、と言ってよいかもしれない thie marion erde 

「この輝かしい地」、すなわち天国のこと。

1306) ofsittien : stu.( V) of-sittian f所有するJの不定形。原義iま「座りこんで奪取するjこ

とであろう (γ独be-sitzenJ that seJbe riki 1302 hのthatewaana rikiと f同じ図をJ。
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1307) uuiopin : stv.(W-2) wopian 1嘆き悲しむJ(英toweepJの接続法過去二 73611にl呪m

uuammun・αdj.wam 1罪深し‘」の弱変化女性後数対格。 wamのliGIJf.~は 74 2行のwam-skado 1悪

人jの註を参照。 uuillion s山 m.willio 1望ま しいこと、山はしいこ と;恩寵」の単数対絡c

gebidan . stv.( I ) gi-bidan 1期待する(期待したこ とを)実際に体験するJの不定形。 bidan

[待つ; (待つために)滞在するJ(英tobide， abide)に完了相化機能の接頭静glーのついたもの。

1308) frofre : 496行に既出のfrofra1救い、慰め」の単数対絡。 fr晶hon: swm. frahol 

froho/froio 1主君」の単数属格。この箇所はヴアテ ィカン写本 (V.り牛』から補ったもの。 C"f

本ではfrofra皿 themselbon rikie， t¥l写本ではfrofroan iro rikiaとなっていて、頭韻がひとつィ、

足する。

肯 自分の罪行を嘆く者は天国で慰めを得るという (1マデイ」にはなL、)補足も、主として

Hrabanusの註解にもとづく。

tbe sie :複数対格。次のfrumono(fruma 1善行、 良い報いjの線数成格)とともに非人的、

動詞gilustidの目的語。 gilustianは1060行に既tu(人の対格と物の属絡をとるJ.

13091 that :従属接続詞。前行frumonoの内容 1…と L寸善行Ju adomien sωιa-

domian 1裁く;振舞うJ(英todoomJの接続法現在、 3人科、彼牧 語源は490行dom註を参照o

Tbes: 1それ故に」。

1310) gifullit : 1308行のgilustian1切望する」に対応して、その望みが「満たされるJことo

sulicoro…告官mono 動詞bi-kneganの腐格目的語。 bicnegan: stv.(W-2) bi-kn岳gan1刻fJ

る;会得する」の不定形。属格目的語をとる。印欧祖語*gn吾ー/gno-r知るJに由来し、ラテ ン諾

noscere(くgnoscere)や英toknowと同様。従米「得る」という訳語を与えられてきたが、古英語

be-cnawan，古高{ru語bi・knaenと同じく、素直に 「知る」と解して問題はないであろう。 an

runun: 1ひそかに」。原義は「密談においてJorunuの語源は3行と 1273行註に既述 2

be8uuican: iたぷらかすん 1035行に初出c

1312) man :複数対格。前行besuuicanの目的語。 tharsie…sittiad このsleはthie

nncosおよび直前のmanの双方を受ける。 mahle: stn. mahal 1裁判、民会、討論」の単数

与格c既に346行のhand-mahalでも述べたよう に、mahalの原義は「公共の場」であったらし

い{ゴート訪maTIはギリシャ語agoraの訳語)。地名Det-moldも「民衆の集会地、 民会開催地J

を意味した(<Diet-mallil 0 

肯 「マデイJ5章6節の簡潔な文が4長行に拡張され、しかもケルマン人に親しい民会の場に引

き寄せて翻訳されている。この箇所はHrabanusの註解に依存してはおらず、fへーリアントj詩人

の独創と思われる。 r"タイJでは「義に飢えかわ く人たちJが主語であるのに、ここでは「審理

の場についた時、他者をひそかに欺かず公正に裁く人々 は」となっていて、『ヘーリアント1の聴

曜の少なからざる関心が民会とし寸法廷の場にあったこ とを想起させる。「泌密裡にたぶらかしてJ

姐 r色nunbesuuicanという文などは、当時の民会法廷での実状をう かがわせるものであろう ュ
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them : = the， them いわゆる所有の与怖 mildi : 30行註などで述べたように、ザクセ

ン人聴衆がこの語を t~に キ リスト教的「慈悲J misericorsとして理解したかどうか、疑問である。

特に「聖なる主君がお返しにmildiであって下さる」というのであれば、現世的な気前のよさと

して受けとられた可能性も大であったろう。

1314) mahtig 名詞「力ある御方」。前行drohtinの言いかえ。

1315) gih凶 nod: swv. hrenon ["清めるJ(独reinige且)の過去分詞。878i ihr岳nlの自主参照。

「マデイ J5'主8節ではmundocorde ["心の清い人々 」であるのを、「心を消 らかにしたJhebbiad 

iro herta gihrenodと現在完了で表現しているのは、 告解などのキリスト教徒と しての義務を励

行しているのだと Murphyは説く (.+6頁)。

1317) fridusamoαdv. ["友好的に、平和にJe eniga ["何らかのJ0 fehta: stf.ω 

「争い、闘争J(英fight，独Ge-fecht)の単数対絡。印欧祖語*pek-[" (羊毛などを)むしるJに由

来し、「髪の毛をむしり合って争うjが原義と恩われる

1318) saka ["訴訟、裁判沙汰」が原義であることは85行註に既述。ただしこれまでは

sundeaと結んで比険的に「罪、罪悪」の意味で (85行、 1009行)、あるいは本米の意味が薄れて

単に 「事柄J(10451 rl として用いられたが、ここで始めて本来の法律用語としてくf場 iro 

selboro・「自分みずからのJosia selbonの複数以降 selfは弱変化が多いが、複数属格では強変

化。 dadiun dadの複数与格。 genemnide:過去分詞を複数主格αdj.として用いたもの。

1319) genadig :αdj. gi-nadig ["慈悲深いJ(独gnadig)。ゴート語niTan["支持する、助けるJ

と同様で、古くから世俗的な 「憐れみ深きJの意に用いられた。しかし古ノル ド語、古高独語、

古低5!lt語に類語は多〈見られるのに、古英語には用例がなし'.700年頃からキリスト教的ラテン

語gratiaの訳語として、と りわけアイルランド伝道聞の影響下にあった南独地方で用いられた。

* 1316 -1320行は 「マタイJ5章9節の「平和を作りだす人々は幸いである」に対応するが、

尚武のザクセン族には最も納得のわかない真備であったろう， 1318行の「みずからのわざで訴訟

沙汰を引きおこさぬ者Jという、詩人による長たら しい付け加えは、前行にある 「いかなる闘争

もJに対する微量の条件緩和なのかもしれないz またここにおいても裁判用語saca["訴訟沙汰j

が登場し、聴衆に身近な具体的守時過ごとを想起させていることも興味深い。

1321) rehtoαdvーではなく stn.reht ["正義」 の複数属格。いわゆる 「部分属格j。

tholod : sωυtholon ["耐える、主主るJ<5!lldulden)の語i原は502行註を参照。

1322) heti : stm. ["敵意、憎しみ、迫害j(英hate，独Has)の単数対格。印欧祖語*kad・

「憎しみ」に由来するが、ケルマン語では1(憎んで)迫害する、追いつめる」というニュアンス

が波い(同語源の独hetzen["駆りたてるJを参照)0 harmquidi: stm. harm-quidi ["悪口、

誹誘Jの単数対格£古英語ではhearm-cwideおよ びその類語は頻出するのに、 古高独語には稀な

話なので、英国布教団系誇蒙のひとつであろう。

1323) gestlic : adj. gest-lic ["慌の、 霊的な」。ラテン~[}spiritualisの紛訳語c ドイツ諾では
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訳註へーリアント (救世主)

gestのαの，は古来これのみであり、「霊的な;聖職者の」の双方の意味を持っていたが、近世に

なってあらたにgeistigが作られ、 geistlichは[聖職者の」に限定されるよ うになった。

肯 このgestlicは福音古にも Hrabanusにもな く、聴衆に誤解のないよう に配慮した詩人によ

る補足。

1324) is :次行welanを先取りしたもの。 endi: stm. 1終り j(秒、Ende，!J~ end) 印欧祖

i百本阻tios1横切った、向うの」に由来し、ギリシャ語anta-，組tl・(~虫 ant-， ent・)と同根 「向うに

あるもの」が原義で、元来は場所に関してのみ用いられた。ゴート語、古英語、古ザクセン語ま

ではm.であるが、古高・中高独語からn が優勢となった Q

1325) uuelan sωm. welo 1財産、富jの単数属格。 8711iに既出。 uunsames αdj. 

W山田am1好ましい」の男性単数属格。語源は871fI'註を参!照。 C写本は最上級uunsamost。

肯 1320 -1325行は「マタイ j5章10節、「義のために迫害される人々は幸いである」に対応

する箇所であるが、フランク帝国の強権に屈服させられたザクセン族騰衆の心にしみ入るものが

あっただろう (1カある人々から迫害と誹誘を'乏ける者j)。天国における報いを語る言葉にも熱が

こもっているようであるュ聖職者として聴衆のカロリ ング朝への憎しみを霊的に氷解させようと

いう詩人の意図が感じられる。

1326) ahto getalda : 1251行、 1267行に既出。 18であると以えあげられた→その数は 8であ

るところのj，(gi)tellianの過去分詞のこの用法は慣用句となっている。 ahto(getalda) 

saJda: 1真の八幸福、真福八端J。この用語はもちろん「マタイ」にはなく Hrabanusの註解か

ら取られた2

13281 gehalon : ; halon(独holenl，1呼びかけて連れもどる」が原義で、位、hallo!と同線で

あることについては302行註を参照。

1329) tharbon : sωV. (物の属格とともに)1…を欠く j，169行のthurbanr の必要があるJ、

522行のthurftig1無一物のJ、1187行のtharf1欠乏jなどと同系。 525行註参照。

1330) sidor :従属接続詞「ーした後に」。

1331) er・dlibigiscapu: stn. pl. erd-libi-giskapu 1地上の生命の定め、 現世の命」の複数対

絡。死後の永遠の生命の反対概念で、完全にキリスト教的表現である。前半erd田lif(i)はラテン語

V1ta terraeのなぞりであろう。後半の-giskapuは127行、336行などに既出cこの合成語は『ヘー

リアントjにl度しか登場しない。

1332) so liof so led， so・:はじめのめ・ 'so は副詞、 最後のsoは従属接続詞: r好ましき

ものであれ、つらいものであれ、 に応じてj(独sowohl. .. als auch…，je nachdem wie . ")0 liof 

-ledはゲルマン語で好まれる頭韻対句 .n吾l吾ofn吾lad(“Beow叫f'511 行)。このliofとledは普

通αdjの名詞化と解されているが、 liohtにかかるαdj と見なすこともでき る。 IDid: 1 の

あいだでj(独unter，英among)。

1333) giuuercod : sωv. gi-werkon 1行う、為すj(似werken，wirken，英towork)の直説法
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現在、3人称単数。 also・「このようにJ(独a!so)。新しい文巾の始ま りと考えていL、。

合 1325 -1336行は、1300¥)以下の内容を要約した自由術足文。

1336) thes:従属接続詞「…であるゆえにJo476行、 969行にW;/I¥ biodat : slu.( D) 

biod四「告知する;提供するJ(独bieten，~ to bid)の直説法3人科、惚数 日 kabiodanで「告訴す

るJの立コこの動詞は印欧祖語*bheudh-r目覚めている、目覚めさせる」に由来し、Buddha

「仏|泡』目覚めた人Jと同系である。頻出する gi-biodanr命ずるJ(独 gebieten)ももちろん

biodanからの派生諾である(134fi，j 1参日目)

1337) aftar 与仏文配のprαp.r・の一衛で、…の至るところ でJo theson: ~ 

thesum(u)o 1岳dsprecat: r誹誘する」。

1338) hosca : slm. / n. hosk r瑚り、期笑jの単紋与十九 1083行にhosk-wordとして既出。

1340) felgiad . sωu. felgian r にいを課するJの現在3人称複数。語源ははっきりしないが、

古高独語ぬ!gan，中高独語velgenまで存続する。 firin-spraka slf r中傷、 冒漬的言辞」の

単数対tG firinについては28行註を参照。 自und-scepi slm. r敵意J(独Feind-scha仇}の

fj¥放付怖 fiund (独Feind，英fiend)については28行註を参照。

日41)lagniad : sωu. lagniar凶ognianr否定するJ(独leugnen)の現在3人称惚絞おそら

く「嘘をつくJ(独lugen，英ωliel と同根で、「隠れた」が原義か?

1342) thurh :原闘を示す。 thes・;次行hwandを先取りする。 latad・命令形、2人称複

紋目的語はhugiとIif.。

13431 an lustun r喜ばしし、」の意の慣用句(1147行に蹴出)0 godo gehuuilikes : 

godo (名詞化.善行)は複数以格Jf， gehwilikesはさらに前行のlonに結ぶ rありとあらゆる

善行の報いが」。

1345) mikil endi managfald :前々 ¥ilonにかかるαdjヰ"1'1'P !;~ i陥 manag-faldr多神山、

11I)I(i'ものJ(独mannig-faltig，英many-foldlについては 1057行岳n-faldの註を参照。 te

m岳du: r報酬としてJom岳duは51./5wf medaの単数与tt. 印i孜祖語*mizdhoーに由主し、独

Miete r賃貸、家賃J、英 (詩1meed r報酬J(こ伐る。 arbid: r闘難、苦行J(独Arbeit)の

語源は:$01行，， 1を参照。

13471 uuirs αdu.(αの.(よWlrsa)rもっと悪くJ(英worse)0 ubilo rj~! ub叶)の不規則比較

級。人の与格と WlrSで「ある人にと ってより悪しき状態である」意。ゴー ト語以来すべてのゲル

マン訴に見られる。 おそらく「転倒させる、混乱させる」意のケルマ ン語*uers・lZ由米で、独

ver-wuren、英warなども同恨であろう。

1348) gibidig :αdj. r与えられているJo80行に既出。 grimmora‘αdj.grimm r悲惨な、

冷厳な、恐ろししづ {ダ!.:gnm，独grimm[igJ)の比較級、中性単数主怖 Iコロゴ口、 ドロドロj

という不気味な告かi幻覚点らしく、 αdj.gram r邪'}l'なJ(独gram)、901行のgramor悪魔jな

どとも同系。 thing: '27行、 264行などの註て"'(，告の法律問"丹: r裁判、判決」。単数i.!it
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訳註ヘーリアント(救世主)

theDl 前行themodrunを指す代名;1nJ，

1349) uuorolduuelon s叩 m.werold-welo r現世の富Jの単数対格。ラテン語thesauros in 

uπa， divitiae mundiなどをなぞったものであろ う。このwerold-という合成語は古英語にきわめ

て多く、英国伝道団の影響でドイツにも普及した戸 forslitat stu.( II) far-slitan r裂く、割

る;消費するJ(独verschleisen)0 1179行に既出。 uunnia stf. wunnia r喜びJ(独Wonne)

単数対格。緩ve且us，独gewmnen，英towin，独Wunsch，英wishなどと同根で、 r(獲物を)求め

書くj意の可en-が出発点。

13ω) geniudot : sωu. gi-niudon r熱愛する、 (楽しみに)ふけるj。対裕再帰代名詞(sie)と

属格目的語 (genoges)をとる。 182行に既出のniudr切望、欲求Jからの派生動詞。独

niedlich， geniesen， N utzなととも同根。 genogesαdj.gi-nog(i) r十分の、 たっぷりしたJ

1独genug，英enoughl の名詞的用法、中性単数腐格。 動詞 giniudotの 目的語。 ~nW\祖語本(e)且ek

f到達するJに由来し、ゴート語ga-nohs以後すべてのゲルマ ン語に存在する。 narouuaro

adj. naru r狭い;苦しいJ(英narrow)の比較級、中性単数対格。ドイツ語ではNehrungr砂州j、

Narbe r癒痕J(細長い傷あとの形から)に名残り があるのみ。この箇所のnaruは比町量的に用い

られており、独Angstr不安」がαdj.eng r狭しづ の比機的用法から派生したこ とを想起させる。

このthi且gも「判決Jの意。

lお1)hinferdi : 1038行註を参照。

1352) uuopian・V写本はこうなっているが、 M写本、 C写本ではuuopiato uuanscefti 

ザ pl.w姐-ske氏ir悲惨さ、悲哀」の対格。 wan-は742行、 1050行、 1307行既出のwamr都悪

なjとは無関係で、「からの、欠落したJの意の印欧祖語*uaに由士し、ラテン語vanus，英

vain， to want，ゴート語wans，独Wahn-sinnr狂気←欠落した理性jなどと同系ヨ古英語には

ほ領、非」を示す接頭後wanーが頻出するが、『へーリアントjではこの他にはwanonr(月が)

欠けるJ(英towane， want)、wanr欠けた」が各1f1lJ見られるのみ。 sIn wesanの接続法。

V写本と C写本ではsind。

1353) thes... uuiht 独nichtsdavonに相当，thesは次行のmengithatioとthes，gil岳stio

(すべて属格)を先取りしている指示代名詞。

1354) thes sie姐…:2つの解釈が可能となる。thesを独davon，das...のよ うな指示代名詞

と関係代名詞の融合形と見る点は同じだが、 ー説によれば主語はiromod， an はaduで、丁度ド

イγ語の分離前綴の如く spenit(くspanenr誘引するJ)と結ぶ・ 「彼らの心が彼らをそこへ誘

引するものごとのj。他説によれば主語はthesという語形に含まれている関係詞the，またはthat

で‘ anはprap: r彼らをその心のもとに誘引するもの ζ とのJ(Sievers， 514頁、 Sehrt，

sp姐岨'の項、 Heyne，spanan の項を参照)。こ こでは前説 (Sievers，Sehrt)を採用。

1356) ubil・stn.r災い、不幸J(独Ubel，英e羽1)。ゴート語ubilsをはじめと して全ゲルマン

共通語であるが、 語源は未詳 t 適切な程度を 「超えている」ことが原義で、 up/auf，overl岨berな
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どと同系かフ arbetsam αdj. I難儀な、骨の折れるJ("f'独arbeit-sam I勤勉なJ)0 is 

前の ubilを受けるのではなく、やや漠然と「そ ういったことの (結果として)Jほどの意

山田leendi 独Endeがnになったのは中高独語以降 (1324行註参照)0 

1357) sorgondi sωu. sorgon I悩むJ(英ω sorrow，"f'独sorgen)の現在分詞、複数 u品

serαdj. '1t¥')¥、た、苦痛を感じるJo747行に既出。主語はhugio

1358) thesero uueroldes 次のuuileanと結ぶ単数属格。 女性名詞weroldは特殊女性名詞

naht (属怖nahteslやburg(burgesJなどの影響で、女性のままで (thesaro)属俗語尾-esを

持つ uuillean : swm. willio I恵み、喜ばしさJの単数与格。 釦Igengt皿 <fulgangan 

の過去3人称複数。

脅 1347 -1359行までの、現世を謡歌する富者たちの彼岸における苦しみについての描写は、

部分的に「ルカJ6意24節にもとづくが、 大部分は作者による自由な補足。

1359) lahan : 954行既出。

1360) uuerean : s山 υ.werian I妨げる、阻止するJ(独wehren)の不定形 「囲んで守るj

意の印欧祖語*官官ーに由t ちなみに独Burgerは元土 「城市を守る人jのな (古英語burg-ware，

古高独語burg-ari)で、 後半部がこの動詞の動作主名詞(nomenactionis)である。

1363) salt : stn. I溢J(英salt，独Salz)0 sundigero・αdj.sundig I罪深いJ(独sundig)

の複数属格n

1364) baludadi : stf balu-dad I悪行」の複数対的 balu (英baleI禍、不幸J)は1096行

のbalu-wisoI悪lこJ叫くもの、 サタン」に既出。

1365) folc 前行sleの同格説明語。 farfahan: stu.(VJI-l) far-fahan Iーを(an)っかもう

とする、…の方へ身を転じる」 の接続法現在、 3人称複数乞 fahan(敏fangen)は288行参!I(( 次の

forlatan，次行のめkeanも接続法現在。

1366) diubales : stm. diubal I悪魔、サタンJ(英devil，独Teufellの単数属的 ギリ シャ

語系ラテン語diabolus，diabulus(原義は「中傷する者J)をゲルマン語化したもの。 数多い「悪魔J

の呼称、については901行のgramoの註を参照。

1367) liudfolc : stn. liud-folk I人々」の単以{または沌t'{I 対倍。liudiofolkは561行に既

出z 合成，if:liudifolkはこのI例しか愛場しない。

1368) auuirdid : stu.( ill・2)a-werdan I臨落する」の現在3人称単数。werd回「成る」に変

化を表わす前綴a-(古英語ι，古高独語ar-lのついたもの。このl例しか主主場しない。

1370) is im so them salte: I彼にとって状況は塩にとってと問機である」→ 「彼は塩も同

然であるム bi s畠esstade 頭韻のための句。福音J5にはない。

1371) teuuirpit : stu.(ill-2) te-werpan I投げ散らすJ(独zer-werfen)の現在3人称単数

dog 過去現在動詞duganI役に立つJ(独taugen)の現在3人称単数。重l!tuchtig， Tugendなどと

同様。
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1372) fotun :具格機能の与格。 spurnat < swv. spurn阻「踏む、歩くJo1s: spur r拍車」、

加spurnr踏んづけるJと同系。

1373) greote : stn. griot r砂、砂利;穀粒J(独Gries.英grit)の単数与的

肯 「マテイJ5 I;~ 13節「地の塩」のたとえは理解しづらい (r塩のききめがな くなる」とはど

ういうことかりので、詩人はHrabanusを援用して、砂浜に投げすて られた塩は役に立たない

というロ ジァ クに交えている。

1374) i皿:heの再帰代名詞 Ij供。 tuuehon: swv. r疑う、動揺するJ(独zwei-felnJ 名

詞twehor疑い」の派生動詞。数，;，;Jr 2 J tweに由 恥し、「是か非か、 2つの聞にためらうJのが

車義。ほぽ同義のtwifl岨 n.twifliなどについては287行討:を参照。

1375) that: rその結果J。

1376) spanen : 1031行註参照。

1377) uuenkid :くswv.wenki叩「逸脱する、 不実な行いをするJ(独wankenr動絡するJ)。

r...に関してJの意の属格目的語 (therowordo)をともなう。 gram・αdj.r…に敵意をもっ、

恨むJ(独gram)。もともとは雷鳴なとおどろおどろ しい音の擬音。独Grimm r憤怒j、Gram

f心痛J、Grollr恨みjや、 901行既出のgramor邪悪なる者、悪魔jなども同根。

1378) mahtig :前行のwaldandのVariation:rカ強き御方Jo modag:前行gramと同

じく述語形容詞 r立腹したJo550行参照。 sosamo : 871行、 1207行参照。

1379) irminthiodun :複数与格。

1380) aledid : 1232行既出のsωv.a-l邑di姐「…を…にとって不快なものとする」の過去分詞。

dugun・1371行既出duganの現在3人称複数。(但しC写本ではis1邑rani dogと単数になってい

る九

肯 1373行以下では、福音書の精神にあまりふさわしからぬ!日約的な 「災いの主」が言及され

ている。堕落した信徒は教会から除かれねばならぬというHrabanus註解の一文を詩人が敷約し

たものだろう。

〈第17歌章山上の説教(続き)> 

このように賢くも、 国土の守 り手である御方 は

神の言葉を伝え、 人々 に教えさとしたので、あった、

清らかな思いをもって。 もののふたちは

大きな喜びをもって 神の御子のまわり に立っていた、

熱心な人身は。 言葉のひとつも聞きのがきじと、 1385 
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思いを凝らし口を閉じ、 人民すべての主である御方が

神の1去を人の子たちのために説くのに 耳を傾けていた。

主は人々に天の国を約束し、 勇士たちにこう語った:

「私の従者たちょ、 真実の言葉をもって私は

あなたたちに言おう。 あなたたちはこれから

この世の、人の子たちの 光にならなければならない。

多くの民を照らす 見事な、輝かしい

喜ばしい光に。 あなたたちの大きな仕事は

かくされてはならない、 どんな思いでそれを知らせるにしても。

山の上にある町が、

巨大なその建造物が

あなたたちの言葉は、

高い岩山の上にある故に、

決しでかくされないのと同様に、

そしてあなたたちの行為も、

この中つ固において すべての人々の目から

かくされることはないのである。 私が教えるようにしなさい '

あなたたちの光を 大きく人々に見せなさい、

人の子たちにの それは彼らがあなたたちの心のうちを、

あなたたちのわざと意思とを知るためであり、 また清らかな思いをもって

支配者たる神を、 天の父を、彼が与えて下さった

そのような教えの故に この世の光の中で讃美するためである。

光をもっている者はだれであれ、 それを人身にかくしたり、

意固地に惜しんだりしてはならない。 高今と大広間にそれを

かかげ置き、 その中にいる人のだれでもが、

その部屋の人々の全員が ひとしなみにそれを見るように

すべきなのである。 またこれと同じく、あなたたちは

聖なる言葉をこの地において 人々に惜しんだり、

人類のだれにも、かくしてはならなしミ。 あなたちはそれを

高くかかげて広め、 ありとあらゆる人がその神の命令を

この地上の至るところにおいて 理解するだけでなく、

実現もできるようにしなければならなL、かつての日今に

きわめて賢い人身が その言葉でもって告げたそのように

その頃はまだ古き作1よを 人身は守っていたのだから、

一一ーあなたたちに言っておくが一一 今となってはすべての者が
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訳註ヘーリアント (救世主)

古き律法のもとで求められていたのよりは、 なお一層しっかりと

神にお仕えすべきなのである。

あなたたちは決して恩つてはならない、

あの古き律1去をこの世の人骨の問で

夜、がこの|世に来たのは

混乱させたり

打ち倒したり、 はたまたあの預言者たちの言葉を、

誠実きわまりないあの人たちが はっきり命令した三栄を

拒否するためだ、などとは。 むしろまず先に天と地が、

1420 

今はひとつながりとなっている両者が、 はらぱらと崩壊するだろう、 1425 

もしもかの預言者たちがこの地において 人々のために誠意をこめて

命じたあの言葉の何ひとつでも、 この世界の光の中で

実現されずに残るということがあるとすれば。 私はこの世に

彼らの言葉を廃しに来たのではなく、 それらを成就させるために、

人の子たちの、この世の人キに良かれと、 それらを増やし、 1430 

新たなものと変えんがために来たのだ。 これははるか昔から

古き律法に記されている。 あなたたちは言葉に長じた人身が

よくこう言うのを聞いたではないか・ この世のだれであれ、

他者の命を奪い、 その人の生命を絶つことを

実行する者には、 人の子たちによって死が 1435 

与えられるということを。 だが私は今それをあなたたちのために

もっと深しもう 一歩進めてこう言おう. だれであれ敵意をもって

他の人に対し心の中で、 胸の中で

いきどおりを抱くものは 一一人は皆、同胞であり 、

神の聖なる民として、 一族たがいに固く団結し、 1440 

親族であるのだからーー もしだれかが他の者に対して、

もしできることなら、 その者の生命を断ってやりたいと

願うほどいきどおるとしたら、 この人には既に有罪判決が下されており、

自分の腕力をもって 実際に他の者の首を切断した人と

まったく同じ判決を受けねばならぬ。 すなわち自分の命をもって 1445 

償わなければならないのだ。 またこれも皆が知っている ように、

真実の言葉をも って律法に書かれていることである. すなわち

自分の身に最も近い人を 心をこめて愛すべし、

自分の親族には恵み深くあり、 血縁の一向には
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普良であり、 気前よくn首りものを与え、 1450 

叫、んならだれをも ，.~すべしであると。 そして敵を憎み、

海身の力と敵意をもって 彼らに立ちむかい、

悪しき者たちを防ぐべきであると。 だが私は今、本当に言っておく、

この人身を前にしていっそう詳しく. あなたたちはこの仇敵を

神の名において愛すべきなのである、 ちょうどあなたがたが同族の者たちを 1455 

愛するのとまったく In]隊に 敵にたくさんの良きことをして上げなさい、

清らかな心を敵に示してやりなさい、 心からの誠実さを、

彼らの悪意のかわりにあなたがたの普ー意を。 たとえだれであれ

敵に対して心を柔和に保つなら、 それはこの人にとって永遠の

利得というべきものとなる。 そうすればあなたがたは 1460 

天帝の息子、 あの御方の輝かしい御子と呼ばれるという

大きな報いを得ることができるのだι この世においては

これにまさる報いを得ることはできない。 それからまた、あなたたち

人の子のすべてに心から言うが、 あなたたちは心に悠りを抱いたままで

神殿において 何らかの捧げ物を 1465 

支配する御方の前に、 きっと受納して下さるだろうなどと恩って

捧げてはならなレ、 心の中に敵意のかけらでも、

他の人に対して 憎しみの念を抱いているかぎりは 3

そのようなときはまず最初に その訴訟の相手と仲直りをし、

和解の言葉をかわしなさい。 それからはじめてあなたのl'(~、品々を 1470 

神の祭壇に捧げることができるのだ。 すると俸げ物はあの良き御方、

天の帝にふさわしい物となる。 またあなたがたは[他の]ユダヤ人よりも

もっと多く神の主主悲に応じて神にお仕えし、 もっと多く神の意志に従うべきである、

もしあなたがたが 永遠の国を得ょうと望み、

永遠の生命を見ょうと望むならば。 更にこれも言っておこう、 1475 

古き律法が それを命じているように、

いかなる男子も 他人の妻を悪しき心をもって

誘惑しではならないと。 だが私は本当にこうも パおう、

人の目はその人を 暗黒の悪徳に導くことができるのだ、

もし彼が心のおもむくままに 自分の気分を駆りたて、 IIXO 

わがものでもないkを 欲するとすれば。
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そのとき、彼は既に 悪徳、を犯したのであり、

心の中で地獄の前を しっかり結んでしまったのである。

更にまた、もしひとつの目や 右の手が、

あるいは身体のどの部分でも、 人を悪の道に誘おうとするなら、 1485 

もののふたちのだれにとっても、人の子のだれにとっても、

その部分を捨ててしまう方が、 身体から切り取ってしまい、

そんなものは持たずに 天の国に行く方が、

五体満足のままで インフェルノに行くよ りも、

なにひとつ身体を慣ねないままで 地獄の奥底への 1490 

道をたどるよりも、 はるかに良いことなのである。

更にまた、 人聞はもろいものであるから、よく，心して

友のだれかが彼をも 悪の道に引きこもうとしたら

いかなる同族の者だとしても 決して従ってはならないι

だれも決してそれほどまで 血族に縛られではならず、 1495 

彼らの同族たることがそこまで強力であってはならない、 人殺しを、

悪事を強制されるほどまで。 それよりはむしろ、

そんな親族は身から遠ざけ、 親族としての交わりを断ち、

いかなる愛情をも その人には持たず、

自分ひとりが高い天の御国に 昇れるよう努める方がし当い。 1500

ふたりがそろって 地獄の苦しみを受け、大きな破滅の世界に落ちて

ひどい苦悩を味わうよりは

〔福音書その他との対応)1381 -1388行は自由補足。1389-1399行は「マタイJ5章14節、

1399 -1404行は同16節、 1405-1409行は同 15節 (fマルコJ4章21節、「ルカJ11章33節な

ども?). 1409 -1419行は同16節についてのHrabanusの註解、 1420-1424行は同 17節、

1424 -1428行は同18節、 1428-1432行は再び同17節、 1432-1436行は岡21節、 1436-

1446行は同22節と Hrabanusの註解、 1446-1453行は同43節、 1453-1458行は同44節、

1460 -1462行は同45節、1463-1472行は同23節および24節、 1472-1475行は向20節、

1475 -1478行は阿27節、 1478ー 1481行は同28節、 1484-1491行は同29節および30節、

1492 -1503行は29節についてのHrabanus註解にもとづく。

(Tati佃との対応)25章、26章、 27章。
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第 17歌章註解

1385} niud : 182行註参照。

1387)岳u =岳o 307行、 529行註参照。

1388) gih批 く伊h岳t阻「約束するJ(独verheisen)。

育 1388行までは詩人の自由な補足。新しい重要な歌章を始めるにあたっての将人部分ー

1390) ford: iこれから、今後J(独fo此組)。

1392) fagar :前行liohtを修飾して中性単数 Ha. mid firinun: i人々 の間で」。

1394) biholan : < stv.(N) bi-hel皿「かくすJ(j!虫[verlhehlen)の過去分詞。helanは636行に既

出。 midhuuilico・・hugi: iどんな，思いをもってーであろうとJoseaはiuuauuerkを指す。

1395} th姐皿erthe"'ni i…よりその分だけ多くはなく →ーと同様に・ではなLづ(独

ebenso wenig wiel. th阻は元来は「そのときは」という時の副詞。theは元来は無変化関係代名

目.Jだが、ここでは比較の接続詞で英than，独alsの機能をもっ。このthanmer the +否定は従属

後続詞として副文を導き、 1397行の主文章中のthanmer +否定に対応する 「…でないのと同

微にでない」。

1396) hoh hol皿 klibu: i高い岩山Joholmklibuをstn.holm-klifの単数具格とする説

(Heyne)と綾数主格と見る説 (Sehrtなど)があるが、文脈からも ιi"上も具裕が正しいと思われ

る (anは具俗支配;福音占の対応箇所 civitas... supra montem posta i山の上にある町J)。

holmは「丘Jが原義(ギリシャ語kolonosi丘J)で、 現代北ドイツ語Holmi小島、小半島，中

州」、スウェーデン誇holmei小島」などに残る。英hill、彼Hugelとも同根。klif(英cliff，独

K1iff， K1ippe)は現代英・独語とは異なって、海の岩礁や断崖である必要はなく 、単なる岩山を指

す。語源は「ひ・ったり貼りついて登るJ(独凶eben.klettern英climb)の意とする説と、「鋭く

切り裂くJ(比ωc1eave，独klieben，K1uftなど)の意とする説がある。

1397) uurisilic αdj. wrisilik i巨大な、巨人のJ(独riesen-haft)c独Riesei巨人;の語源

ははっきりしないが、「そびえる、起き上がるJ意のゲルマン祖語汁lsan(英torise， ralse，独

reisen)からという説が合一力 2

1399) bidernit : sωv. bi-dernian iかくすJ(独tarnen)の過去分詞。53行、 1047行などに既

出のderni，darnungoと同系 (γTarn-kappe)。

1402) thes: iそれ故にJo1404行のthesと呼応してトーなので (1404行)、それ故に(1402

行)…」 という副詞的機能の指示代名詞、中性単数属怖 1404行のthesは接続詞。独deshalb'

weil'"のdeshalbに対応。

1406) te hardo : Litotesの例。 320行、 1093行参照。 behuuelbean・叫v.bi-hwelbian 

「おおいかくす」。独w凸lbenrアーチ形にする」、 Gewelbei丸天井Jと同減。

1407} that・接続詞、独sodas thea 指示代名詞、複紋 l俗、主語戸

1408) gelico :αdv. i等しくJ(~lg1eich，英 a-like)。
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14ω) hallu : stf. halla i広閥、ホールJ(秒、Halle，英hall)の単数与格。正1I欧祖語本kel-iか

くれたJに由米し(独hehlen，hullen)、w1cella i部屋jとも同根。1407行のselii(主に宮廷の)

広岡J(229行既出)のVariationo hald: adv. rより多く、もっとJoth姐 haldniという形で

のみ登場し、「それより以上多くはなく→問機に(少なく)Jの意。既にゴート諸においても niTe 

haldis iその分より多くはなく →同様に決して でない」という形で用いられている。語源のは

っきりしていないこの比較級副詞(ゴート語haldisの比較級語尾isは古ザクセン語や古高独語で

は消失)は、現在も商ドイツにhaltiとにかく 、正にJとして残っているc なおこの表現中の

th岨「それよりもjは1028行、 1395行にも既出。

1411) helidcunnie : stn. helid-kunni r人類Jの単数与絡 man-孟unnlのVariationo

hoho : bredanにかかる副詞としては不適当だが、 1406行のhohoをくり返し、かつ頭領諾とし

て採用された。 far.hel姐 stv.(N) rかくすJ(独ver-hehlen)。

1412) bredean・叫v.br組組「広がる;広めるJ(<独breit 英broad)。

1413) farstanden :接続法。

1414) ge仕ummien目接続法。 forndagon: stm. pl.forn-/furn-dagos i以前の日々jの与

格。常にBnforndagonという形で用いられる。

1415) tulgo uuise man :旧約の預言者たちのこと。

141il endi :この後に1412行の接続詞thatが省略されていると考えてよい。 sulicu 代名

詞s叫ik(独solch，英such)の中性単数具絡「その分だけJ(独um50)ー「差額の具絡ん suuidor 

adu. swido i強くjの比較級。1419行のthanと結ぶ

1418) thionoian : ; thionon。不定形。gehwilikが主語なのではalなどの助動詞が略されて

いると考えられる。

1419) gebeode: (C写本gibiede)stv.( Il )♂-biodanの自動詞的用法 「命じられている、要

求されている」の接続法現在othanに始まる比較の従属文においては接続法が用いられるのが普

通だが、しかし主文章が否定文のときは直説法が用いられる 内容的には過去のことであるのに

接続法現在であるのはいわゆる「時の一致jによる。

1420) uuaniat :命令法、2人称複数。属絡の目的語をとる(thes) mit uuihtiu wihtの

具格。c写本は与格でmituuihtio bi thiu iそれ故にJ.575行にbithiuとして既出。次行

that 以下と結ぶ(独deswegen... weil . ")， quami 接続法過去。「時の一致Jには反することに

なるが、主文の時より以前のことを接続法で表わすには接続法過去を用いるしかなかった。ラテ

ン語や(後にその影響下に成立した)ドイツ語の接続法完了形は、古ザクセン語、古高独語、古英

語のいずれにもまだ存在していなかった。

142lJ irrien . sωv. irrian i混乱させる、こわすJ(独be-irren) ラテン語errareと同系(英

errorは古仏語経由のこの系統)。ゴート語に既に見られるが『ヘーリア ントjではこの1例のみ。

r，タイJ(5章17節)では…solverelegemであるが、Tatian(25章4節)ではeuuazi I05enne， 
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Otfrid( 11， 18， 2)はwizzodfirbrachiとなっている合Otfridや『へーリ アントj作者には、Tatian

で用いられたlosenはあまりにラテン読の直訳にすぎて真意から離れているように感じられ、そ

れぞれ工夫してirranや白r-brechen(独zer-brechen)に至ったのだろ う。 『ヘーリアントjの場合

には、頭韻の必要もあったことは当然である。

1422) eftho 接続詞 「または」。語源は27行註参照。 forasagono sωm. fora-sago i予

言者、 預言者」。ラテン語pro-phetaの直訳借用語。異教ゲルマンの予言者を示す*witegai知っ

ている者」とはまった く別な、キリスト教一色の語を必要としたカロリ ング王朝期の造語。他に

意訳借用語war-sagoi真実を語る者」があり、 622行その他に既出。

1423) uuidaruuerpen : stv.(ill-2) widar-werpan i拒否する、はねつけるJ(独ver-werfen)τ

thea 関係代名詞、中tl. lîPjütl~ thiuは新形でM写本には見当 らず、C写本から登場するo

giuuarea α:dj♂wari i誠実な」 の複数主絡。名詞的に「誠実な者として」の意。

1424) baralico・αdu.bar-liko i明らかに、はっきりとJ。αdj.bar i裸のJ(独bar，英bare)

のαdu で、日本語の「歯に衣着せぬ」などに発想が近い， gebudun < gi-biodan， 

scal 次のbediuが主語なので複数形sculanとなるべきだが、定動詞が主語よ り前に出る場合は

時折単数形が用いられることがある。 bediu 性の異なる himilとerdeを指す中性複数。

tefaran・stu.(VI)i分裂する、離れ離れになるJ(独zerfahren)。

1425) bihlidan: i包まれた状態で、 ひとつに合してJ，stv. bi-hlidanの過去分詞、41行に既出。

1426)晶rthan'" :接続詞 i.ーより以前に (むしろ)J， 1424行のαdu.erと一体となった表現。

比較文における接続法の使用については 1419行 gebeodeの註を参~(:. biliba: stv.( I ) biliban 

fとどまる、 ーでありつづけるJ(独bleiben)の接続法現存3人材、iド政 印欧祖語水leip-/lip-r粘着

するJに由来

1427) unlestid: i実現されぬままでJo thea: 1423行のtheaと同じ。先行詞がthero

wordo wihtであるから、厳密にはthat(= wihtl ，またはth山(=thero wordo)，または不変化詞

theのいずれかであるべきところだが、古形のtheaを用いている。

1428) te thiu : te thiu that… rthat ーのそのことのためにJ(独dazu，das"')， 1420行のbi

thiuと同じ。

1430) okion : sωv. i増加させる、ふやすJ。印欧祖語、ug-/I日邑g-rt骨える」に由iし、ラテ

ン諮augere，独auch，wachsenなどと岡恨む2例のみ蛍場。 nigean sωv. i新たにする、改

新するJ(<αdj. niuwi =独neu，英new ，独er-neuern，英tore-new)， C'り本はnlUUlan"このl

例のみ。

1431) te仕umu: i…の利益として、いのためにJstf frumaの語源は犯行~I 参照

脅 「マタイJ5章18節ではDonectranseat caelum et terra， iota unum aut unus apex non 

praeteribit ex lege， donec omnia fiat. i天地が滅びうせない限り、 律法の中の一点一酉でも決して

すたれることはありませんJとなっている。この 「一点一画J(直訳すれは 「ひとつのイ オタ[=t)、
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ひとつの点J)はここで単にwihtと翻案されていて(1426行)、少々ものた りないが、まだ文字文

化になじんでいないザクセンの聴衆を相手とするには、こう訳すしかな し そこで1428行以下のく

り返しによって強調をねらったのだろう。

1434) adrana : od訂の男性単数対格。 aldru: aldarの単級具裕 (奪格機能1， bineote: 

stv.{ n ) bi-niotan r・から(人の対倦)…を(物の具格)奪う」の接続法現在3人材、qi牧 語源は224

行註に既出。「欲するJが原義で、重量Nutzen，geniesen， Genosseなどと同様。

14351 libu : < liL bilosie: < bi-Iosi担。173lrに既出(人の対絡と物の属格をと る)。

14361 ad品lean a-delian i {判決によって)分け与える、課するJ(独er-teilen，英todeal)。

diopor・adu.diopo i深<J (英deep，独tieOの比較級。

1437) furdur :αdu. ford i前方へ]の比較級。4491J他に既出。ここでは 「更に l歩を進めて、

より完全に」ほどの必 bifahan: i把握する」が原えだが、ここでは「まとめる、表現するJ

ほどの意。 ina 再帰代名詞。

14391 bilgit :くbelgano723行註を参照。

14401 bitengea :αdj. bi-tengi i・・と(与格 sibbeonl一体となった、 …と結合した」の複数

i It. 2例しかないこの語は古英語(ge-tenge，tenganlや古ノルド語 (biー胞ngi，tengja)の類語か

ら判断すると、「ひしめ く、肉迫する、密着するjなどが原義らしい。

14411皿 agskepi: slm. mag-skepi r親族、一族」の単数具格 (C写本ではmagscepiuJ

皿agの語源は785行modar-magの註を参照。 -skepiについては127行註参照。 than: =彼

wenn，英if，when， 1443行のth阻に対応し、 wenn...than...の情造 so gram :次行のlibes

uueldi…と結んで「ーしたいほど、それほどの憎しみをいだくならJ，

1442) libes... bilosien: i生命を断つ」。属絡目的語をとる bilosianは173行に既出。

肯 このあたり の戦闘的表現は原拠たる「マタイ」の簡素で静的文体と無縁であり、 ケルマ ン

英雄詩の世界を傍御とさせる。

1443) aおhit: sωu. a-fehi岨「有罪判決を下すJの過去分詞2 印欧祖語'peik-i敵の」に由来

し、独Fehde，英feud，foeなと と同系。「仇敵とみなす」が原義c この1例のみ。 scolo・swm

skolo i債務者J(独Schuldner)。属格 (thesferahas 1をともなって「死罪に価する」の意。助

動詞skulan(独sollen，英shall)とlロl恨

1444) salikes urdelies: i同様の判決J0 sln. ur-deli i判決J(独Ur-teil)の単数属絡(前行

sculoと結ぶ)，ある決定を f分け与えるJ(独er-teilen 笑todeal outlが原義p きわめて古い法律

用語で、独Urteilの{也、英ordeal(古英語or-d忌l)i神盟裁判、探湯 〈く がたち)Jに残る。sulik

は次のめと結び「・と同様なJ， so the odar uuas wasの後にscoloを補う。

1445) hobdo : hobidの単数具格。 bilosi阻は属格の他に具格目的訴をとるこ ともある (奪格

機能)。

1446) erl :ヱ語。 od町 na・対格目的語。
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合 まだゲルマン的道徳になじんでいる聴衆にキ リスト教的兄弟愛を説くのは困難だったにち

がいなし、。 143611437行の「もっと深く、もっと進んで説いてあげようJという文や、 1439-

1441行までの「すべての人類が神の民として親族であり、同族であるjなど、 くどいくらいの補

足文に作者の苦心がうかがわれる。血族関係を何よ りも重視したゲルマ ン、と りわけザクセ ン族

には有効な説得法であったろう。

1448) nahiston : adj. nahの最上級、男性単数対格、名詞化。

1449) magun : stm. mag r親族Jの複数与陥 詳しくは785行註参照。 gadulingun

gaduling r同族」の複数与絡。詳しくは221行註参照。

1450) geba mildi: r贈 り物に関して気前がいし、J，gebaは属格。628行に既出の表現。

145]) frahon: (C写本はfriehan)sωu. r愛する」。語源については310行合ir夫人Jの註

を参照。 hatan: sωu. haton r憎むJ(英ωhate，独hassen)，1322行hetiの註を参照。

1453) uur岳dun αdj. wred r怒った、敵の、邪悪な」の名詞化、男性複数与格。語源などは

318 j i~1 参照

1454) fullicur αdu. ful-liko r完全にJ(独vollig，英fully)の比較級。 forthesumu 

folke : 12弟子の他に大群衆がイエスと使徒たちの近く にいることを指すのだろ う。

1455) dot 先行のffilnneonの代動詞 r自分の身内をそうするようにJ，現代英語の代動詞

doに類似し、 mmnonが必要とする対格目的語をそのまま用いている。

1456) an godes namon : 889行にも既に堂場している定型表現であるが、ザクセンの聴衆に

は新鮮に響いたかもしれない今「神の名においてJとは 「神の意志がそう命ずるように」ほどの意。

1458) 1ede : stn. led r邪悪さ、悪意」の単数与格。liofの反:li語 langsam rad : 1202 

行に既出。 radは「利得、利益」の意。

1459) so huuilicumu， so : 308行に初出の関係文。「だれであれーの人にとってJ， is 

皿 od:M絡，gefliitの目的語。 tethiu: rこの (目的の)ためにJ。

1460) gefliit : stv.( 1 ) gi-flihan r整える、やわらげる」の現在3人称単敬、 語源未詳=主語

は (mannogehwilik，) so 

育 このあたり、「マデイJ5章43-45節 rr自分の隣人を愛し、自分の敵を憎めJ と言われ

たのを、あなたがたは聞いています。しかし私はあなたがたに言います。自分の敵を愛し、迫害

する者のために祈り なさい。それでこそ、天におられるあなたがたの父の子どもになれるのです」

を踏まえており 、キリスト教精神のエッ セ/スとも言うべき箇所である。いまだゲルマン的心情

を波厚に保っていたザクセン聴衆にはなかなか理解しがたい箇所であったろう。詩人は余分な理

由づけはせず、ほぽ「マタイJの文脈に沿っているが、ただし44節の「迫筈する者のために祈り

なさいJet orate pro persequentibus et calumniantibus vosだけは翻訳も翻案もしていない 自

分を苦しめている敵のために祈る、という行為があまりに不可解として反援を受けることを恐れ

たのかもしれない。「敵の悪意に対しては善意を示せ」めgeat"Aofwidarira lede (14~8 ii) あ
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たりが精一杯の創案だったのだろう。

1.164) gibolgono :く belgan，723行註を参照

1465) godes・1344行、 1456行の「善行」とは異なって物質的 「財貨、 市jのなれ te 

godes husun: r神殿において」。

14ω) that it imu uuirdig sI I te antfahanne r神 (=imulがそれを 乏けとって下さる

lこ価すると(期待して)J 0 antfahanneはstu.antfahan(独empfangen)の動名詞与格形

(Gerundium)。

1467) so lango so thu . 1464行midgibolgono hugiの再説明。ここで突相、gtからthuに転じ

ている=

1468) inuuid : stn.in-wid r邪念、敵意、憎悪;針策」の単数tJli'r ゴー ト誇をはじめすべて

のゲ1レマン語に同系の語義が見られるが、語源ははっきりしない。あるいはwindanr曲りくね

るJ→「まっす ぐでない、幽がった、ゆがんだ、不正なJとなったものか? hugis:く

huggi組 。

1469) thi : thuの再帰的与格。 gesonien sωu.gトsonianicw，d…) と和解するJ(独

Isichla us-/ver-s品hnen;suhnenl。独・蘭 にしか 現われぬ法律 用語 で語源未詳。

帥 cuualdand・現在分計]の名詞化sak-waldandr法律的争いの当事者Jの単数対絡。 saka(独

Sache，英sake)の法的ニュアンスについては85行註参照。この1例しかなく、頭韻のための作者

の新造語かもしれない，Sachwalter r弁護士」という現代ドイツ語(ただし雅語)は中高独語か

らである。ここでは単に 「敵Jの意であって法律的色彩はあまりないとする意見もある mkow

341頁)が、 gesonianとL寸法律用語との関連で用いられているのだから、無理であろう。

1470) gemodi : stn. gi-modi r気持ちの一致;和解Jの単数対格。「合致、統合Jの意の接頭

i$gi・と、「気持ち、心、感情」の意のmod(独Mut，英mood)の合成語。元来はadj.r気持ちが一

致したjで(したがって-modiという αdj語尾)、後に名詞にも用いられるよ うにな った。現代独

Ge-mut r気分」は中高独語以降成立した語で、 gi-modiと直接の関係はないと言ってよい

皿aht:mug岨 の直説法現在2人称単数。

1471)叫tere 外来語altarir祭壇J(羅altare)の単数与栴 85行とここと、 2例しか登場しな

い。 uuerde:αdj.werd(独wert，英worth[y))の複数主絡。

肯 1463行から 1472行までは、ほ'irマタ イJ5章23節、24節に対応するが、 r"$'イ」では

争いの相手がfraterr兄弟」 であるところ を詩人は常に「他人Jodar manや「訴訟の相手J

sakwaldandで表現している これは22節に対応する 1436-1446行においても同じであった。血l

族を大切にするケルマン的心情のサクセン隠衆に対して、 fraterの直訳brodarをこのようなネガ

テイプな事例に用いるのはあまりにショックが大き いとして憎られたのであろうか?1439行から

1441行にかけて、人はみな神の民として同胞であり 、同族であることがわざわざ補足説明されて

いることからも分かるように、 brodarやgibrodarを比験的に用いることに、 ザクセン聴衆はま
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だ慣れていなかったのであろう。

1473) odra : C写本にはない。ここは「マタイJ5章22節「もしあなたがたの義が律法学者

やパリサイ人の義にまさるものでないなら、あなたがたは決して天の御国に入れません。」に対応

する。直訳的Tatianとは違って「律法学者Jや「パリ サイ人」を [ヘーリア ント』詩人はいちい

ち観訳せす、単に「ユダヤ人Jとしている。これらはおそら く多くのサグ セン聴衆には耳遠い概

念で、訳しでも無益と判断したのだろう。またここにおける odraの有無は微妙である。 odraが

なければ比較の対象はユダヤ人一般となり、山上の説教を聞くイエスの弟子たちと心理的に一体

化しつつあるかもしれないザクセン聴衆に反ユダヤ意識を植えつける効果があろ う。これに対し

odraがあれは、客観的にイエスの弟子たちと一般ユダヤ人とが比較されているわけで、原拠の

「マタイ」にはーー歩近いこと となろう。

1476) gebiudid : gi-biodanの自動詞的用法 。f命じられているJo529行註参照。

1477)畠nig…ni… r~、かなる人も でないJ(= 51! k-ein). bisuuica: bi-swika且「誘必

するJの語源は1035行註を参照。

14i81 uua皿mu stn. wam r悪行、胃潰Jの単数具格。語源は742行wam-skadoの註を参照

1479) man 単数H給 siuni : stn. siun r視ること、視覚.眼jの複数t怖 152行に既

出τogar目J(独Auge， 英 eye) という ! ' l刺I~)名詞とはややニュアンスが異なるが、 しかし 152行

と同じくむしろ頭韻上の必要によって用いられている。

1480) ina :再婦の対格。spanenの目的語。 ismod : latidの目的語。現代ドイツ語なら

durch seinen Mutまたはvonseinem Mutとなるところ。

1481) girnean : swv巳rru四「強く欲するJ(独be-gehren，英toyearnl 属格目的語 Ithero'

を取る。「好んで」のadv.gern(o)(独gern)の派生語。なお148行のgi-girnianr望んで得る」も参照。

gegangan : stv.(VII-l) gi-gangan r行き行く，帰Jfする、(人の与絡とと もに)…に帰属するJの

不定形，完了相化の媛顕辞gIーの典型的用法のひとつ。現代ドイ ツ語zuko皿皿enに対応する。

1482) imu 再帰の与格。 geuuarhta gi-wirkianの過去分語、女性単数対格形 (sundea

に呼応して)。

1483) geheftid : sωυ. (巴四)he氏ianr縛る、 結びつけるJ(独he氏en)の過去分，;，J乞印欧祖語

家kap-rつかむ」に由 土し、総capio，.f1Iheben， haben，英tohaveなどと同根。 helliuuiti

stn. helli-witi r地獄 (へ)の罰、却罰」の単数対格。wItiの語源などは 164行註参照。 古高独語

Tatianの対応諾helliwiziと古英語のhelle-witeは常に 「ゲヘナ」の訳語であるが (Ilkow，190頁)、

『へーリアントJにおいてl例しかないこの語は、むしろ 「地獄の苦しみjと解すべきであろう。

女 ここは「マタイJ5章27節、 28節に対応するが、 しかし「姦淫するJmoechorというギリ

シャ系ラテン語動詞の直訳はせず、 biswikanfj藍ならぬ道に迷わせる、 だます」で言い換えてい

る。これに対し古高独語Tatianはfur-ligenr不道徳に椴たわる、ねるJ、9世紀後半のOtfridは

huoron (英hurenr滋淫する、次郎買いするJ)という動詞を用いて直訳している。 『へーリア ン
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トjの詩人は、女性も多く含む上層階級のザクセン人聴衆に対して、控え目な表現を選んだので

はなかろうか。

1484) suidare hand : 185行に既出語源はiO1f ~1 参q(l，

1486) odar :αdj. odarの中性単数主絡、名詞化、 ISの主語。次行that以下を先取りして f

という別方策の方がより好ましL、」。

11871 ina・=lidohwilikan， fra皿 :αdv.r中から外へ、切り離してJ(γ英from)。向II孜

祖語'pro-r前のJの最上級形に由来する fremmian r成就する」と問主、 uuerpa : stv.(m-

2)werpan r投けるJ(独wer色n)の接続法現在。

1 ~881 lichamon sωm. lik-hamo r身体、肉体;死体J(独Leichnamr死体J)の単数与絡。

154行に既出のlikr身体jと、「包むもの、カハーJの意のhamoとの合成語。したがってもとも

とは「身を包むもの」という詩的表現、 一種のケニンクであったと思われる。この例のよ うに縫

初は肉体一般を指したが、徐々に「死体」に意味が傾き、現代独ではもっぱらとなっている (独

I訓 ch且amの-nーはLeicheの弱変化語尾)0hamoは独Hemdrシャツjに残り、またケルト誌から

ラテン語に入ってcamisiarシャツ」、更にフラ ノス語chemise，camisoleなどに至っている。

1489) ano : prp.(対格支配)r…なしでJ(独ohnel この例のように後置詞となることもある，

否定のmーを根本とし、ラテン語smeなどと向系。

1490) mid allun: r五体満足の状態でJo infern: stn. r地獄、インフェルノJの単数与

格3 ラテン語infernumの借附形，hellia， infern， fernの使い分けなとについては898行、 899行註

を参照。

1491) mid so helun :この後にlidunが略されている。 helligrund: stm. r地獄の底J。

ラテン語infernumが 「法い所」を原義としているこ とからも分かるよ うに (inferusr低いJ)、

I地の底Jに冥界があるという観念は、ユダヤ・キリスト教においてもゲルマン人と同様にきわめ

て古い。後には更にそれを強調する inferniabyssus r地獄の奥底」という表現も生じ、ゲルマン

諸語においてもその創訳がなされた このhelligrundもその1例である。ここではとりわけ「マ

ヲイJ5章28節の「ゲヘナJgehennaを訳したと考えてよいだろう。

1492) m句 id・<menian r意図する、望むJ(独melnen，英tomean)。主語はle白色d， 

le白昼d:r(病)弱きJo1214行に既出。

1493) farfolg姐・ swv.r…に(与格)従うJ(独folgen，英tofollow I he = friundc 

firina: r不義、悪行Jの単数対格。語源などは28行註を参照。

1494) suas man: r (身内の、どんなに)親しい人であれ」。主格で前行heの説明語二αdj

swasの語源は202行註を参照 an saca .前行のanfirnaのVariation，sakaは複数対格「罪

悪Jo ne ". eo''': r決して ・ではないJ(独n-le，英n-ever)0 si 要求的接続法。 an

sibbiun bilang: r一族ゎ、う結びつきがあるJomid sibbeon bilangという形で64行に既出。

詳しくは同所註を参HU
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1496) bedid : swv. bedian r(人のm昔、 物の属絡とともに)・・にーを強いるJ。ゴート語をは

じめ全ケルマン共通語。ギリシャ語peithoi説得するj、ラテン語自白 「信頼するJと同根か?

baluuuerco stn. balu-werk r悪事」の複数属絡 balu-i破滅、罪悪Jは1096行balo-wiso

「破滅に滋〈者、 悪魔」に既出。

1497) fan imu 独vonsich， fer ・αdv.r速く(はなれて)J ( ，~ far.独fern)。現代独の

fernは「遠くから」が原義 (556行註参照)0 faruuerpa: stv.( m・2)far-werpan i投げ出す、

追いやる」の接続法現在。

1498) mide : stv.( 1 ) midan i避けるJ(独meiden)の接続法現在。「取り替えるJの意の印

欧祖語*meith・に由来ーこの例のように属絡の目的語を取ることが多し、 thar …to: iその人

に対してJ。

1498) that 目的的接続詞。

1499) he'" eno・「ただ自分ひとりだけがJoenoは数詞句の弱変化、男性主格。弱変化は

「ひとつだけJ('f独all-ein，英 al-o且e)の愈を強調する。またはαdu と考えてもよ いc

gestigan : stv.( 1) (gi-)stigan i笠るJ(独steigen)。原義は「歩くJで、 独Stegi徒歩用の小

橋;小径」、 Steigi歩道jなどに残る。現代彼の動詞steigenも「歩いて上か、 下かに行く」が根

本義で、「登る」に限定されなL、。ここでは他動詞としてhohimilrikiという対格目的語を取って

いる (独besteigen)， 

1500) ho(h) αdj中性単数対格。 than 比較の接続認。 helligethuing: stn. helli-

githwingの単紋対除 945行に既出。 thwingには肉体的苦痛のニュアンスが濃い。

1501) baluuuiti : stn. balu-witi i破滅的罪科;地獄の苦しみJcwitiの語源は164行註を参照c

しかしαdj.bredとの結合を考慮すれば、ここでは単に「地獄」を示しているらしい。 b岳dea

主語sleの補足。主人公と悪友の「双方」が。

1502) ubil αの.iひどい、つらいJ(独ubeD。名詞ubilは1356行に既出。

貴 1492行以下は部分的にHrabanusの註解をもとにしているが、大部分は『ヘーリアントj

の詩人による自由な補足文c friund， swas， sibbia， mag， magskepiなどの血縁関係諸棄を多用し

て、血の浪さよりも義によ る正しさの方が格段に重要であることを強調している。胤族意識を至

主主とするゲル7 ン道徳になじんでいたザクセ ン聴衆には、篤くべき新しい教えであっただろう。

〈第18歌章山上の説教(続き)) 

これもまた律法に正しき言葉で書かれており、

あなたたちが皆よく知っていることである。 すなわち
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人はだれでも 偽証は避けねばならない、

みずからを偽って宣誓しではならない、というのは、 それは大罪であり、 1505 

人身を不義の道へと 導くからである。

だが私はふたたびあなたがたに言っておくが、 人の子はだれも決して

たったひとつの普いをも (拡ー官の杖のもとで)立ててはならない。

あの高い天にかけては、 なぜなら天は主の玉座だから

またその下の大地にかけても。 なぜなら大地は全能の御方の 1510 

美しい足おき台だから。 また人の子はだれも

自分の頭にかけて誓つでもならない。 なぜならその髪の毛の一本も

黒くも白くもできないのだから。 唯一、聖なる神、力ある神が

そう命じられた場合を除いては。 だからもののふたる者は

奮いの言葉を避けるべきである。 だれであれ誓いをしばしば行う者は 1515 

そうすることでかえって悪くなるのだ。 自分をおさえられないのだから。

だから私は今あなたがたに 真実の言葉で命ずるのだ、

これから私が心をこめて 私のこの言葉で教えるのよりも

もっと重い誓約を、 もっと大きなt~言を

人々に対し ?と?ってはならない 1520

すなわち、もしだれかと訴訟沙汰になったら、 真実を言し、なさい、

「はいjと言うがいい、 本‘竹にそうなら。 真実を言い明かすがし‘い3

もしそうでなければ「いいえ」と言うのだ、 それで、満足するがいい

それを越えて 余分に行なわれることはどれもみな

正しからぬ心から 世の人々のもとで生ずる ものばかり。 1525

その結果、勇士たちも いつわり多くして、他者の言葉を

信じようとしなくなる。 それからまた、本当に言っておくが、

古き律法では こう命じられている。すなわち、

だれでも他の人の目を奪い、 その人の身体から

取り去る者は、 またそれが身体のどの部分であるにせよ、 1530 

即刻われとわが身の 同じ身体の部分をもって

償わなければならないと。 だが私は今、こ う教えよう、

あなたたちはそのようにして 邪悪さに報復しではならない、

あなたたちは慎ましい心をもって、 この世であなたたちに

加えられるすべての苦難、 すべての不義に耐えなければな らない。 1535
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立派な人はだれでも 他の人身に対しては

その人身の利益に、有利になるようはかるがし、ぃ、 もし自分自身も彼らから

良き報酬をもらいたいと望むならは さすれば神は彼を、また

そのように振る舞おうとするだれをも l:I.kに扱って下さるのだr

貧しい人を助けなさい。 あなたがたの財宝を困っている人身に 1540 

分けてやりなさし、。 そしてこのはかない世界においていかなる感謝も

報いももらおうと思ってはならなし、。 ただ愛する御主君を思い、

この力強き守り手が、 あなたがたが主に対する敬愛の念からする

すべてのほどこしについて、 必ず御褒美を下さることを信じなさしミ。

もしもあなたが貴顕の人 |に 輝く金貨銀貨を用立て、 1545 

それでもっとたくさんの利を得ょうと 思っているとしたら、

いったいどうして神様から そんなことの報いや褒美を

神様の世の光の中で受けることがあろう? はかない宝に過ぎぬからだ

あなたが他の人に対して、 言葉であれ行為であれ、

同じ分だけ返してもらえると期待して、 やってやることは皆、 1550 

そんなものなのだ どうして私たちの主君があなたに感謝しょうか、

いつでも返してもらえるつもりの、 あなたのそんな施し物に

貧しい人々に対して 彼らがこの世では返してはくれない

あなたの財宝を施し、 そして主の国土を求めるがいい }

あなたがみずからの手をもって 貧しい人に喜捨を施すとき、 1555 

決して騒々しくやってはならな， " 謙虚な心をもって

ただ神からの感謝を念じなさし迎。 そうすればあなたは報いを得る、

とても嬉しい報酬を、 すばらしい恩貨を、あなたが必要とする

限り永遠に得るのである。 あなたが篤信の心から密やかに

施しをするなら、 それが何であれ私たちの主はお喜びになる。 15ω 

決して施し物の前で声高に自慢しではならなし、。 だれでもそうだ、

それはそんなむなしい自慢によ って せっかくの施しが無残にも

失われないためなのだっ こうすればあなたは神の目の前で

この良き行いに対する御俊夫を いただくことになるだろう。

私はあなたがたに命ずるが、 もしあなたがたが膝まづいて 1565 

主なる御方のお助けを、 あなたかたがこの世においてみずから

作り出したあらゆる悪事と 犯罪と罪谷とからあなたがたを
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救い出して下さるよう 乞い願おうとするならば、

そのときは決して 他の人々の面前でそれをやってはならない。

多くの人々の前で声高にそれを知らせてはな らない。 人がそれを 1570 

褒めたり、あなたの行為を高く評価したり、 そしてまた折角の

主への祈りがむなしい虚栄の放に 失われてしまわないために。

しかしあなたがたが、 勝利の主があなたがたの罪答を許して下さるよう

本当に謙虚に 一一これこそ絶対に必要なことなのだが一一

心からそのお助けを 乞い願うのであれば、 1575 

それはきわめて密やかにやらねばならない。 あなたがたの主は、

天の聖なる御方は それを分かつて下さるのだ、 言葉も業も

何ひとつ主に隠されるものはないのだから。 あなたがたが膝まづいて

消らかな心で祈りさえすれば、 主はすべてを望みのままに

叶えて下さるのである。j もののふたちは立ちつく していた、 1580 

神の子息をとりかこんで、 心から耳を傾けつつ

嬉しい気持ちにあふれで。 この言葉を一言も聞きもらすまいとし、

真剣に考え沈黙していた。 この聖なる御子が

その言葉を用いて はじめてこの世に伝えてくれた

多くの輝かしいことについて、 さまさまに思いを練ることが 1585 

彼らには必要だったからである。 さて、 それから十二人のう ちのひとり、

あの賢き者のひとりが 神の御子に向かつてこう言った。

{福音書その他との対応)1503 -1506行は「マタイJ5章33節、1507-1511行は同34節、

1511 -1514行は同36節、 1514-1527行は同37節、および同34，37節についてのHrabanus

註解、 1527-1532行は同38節、 1532-1535行は同39節、および同節についてのHrabanus

註解、 1536-1538行は「ルカJ6章31節、 1538-1544行は同じく「ルカJ6章35節の 部、

1545 -1554行は伺34節、 1555-1563行は「マタイJ6章2節と I節、 1563-1564行は同4節、

1565 -1572行は同5節、 1573-1580行は同6節、 1586行以下次歌市の1595行までは「ルカJ

11章l節。

(Tati姐との対応)30 -34章。

第18散章註解

1504) mened倒 stm.m岳n-edr偽証J(独Meineid)の複数対絡。84行でふれたm岳nr冒j賞、
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ィ、義J(英mean) と、おそらくケルト系法律用語edI宣誓J(独Eid，英oath)との合成語。M

については以下の1508行註を参照。

1505) forsuerie stv.(Vl) far-swerian I偽り の'目.ざをする」の接続法現在。 swerian(徐

schworen，英toswear)の原義は「口に出して言う、話す，答えるJで、英answer(古英語

andswarian)に残る。このfar-swerianは再帰動詞であるが、現代独のsichverschworen I①結

託する、宝献身を心に行うJと同.{(ではなく、「自分を偽って(far-)惑うjの意。 te皿 ikil: te 

li Lltotes 

1507) san :ここでは英soonの意ではな く、 「まったく、まことにjの意。 suerea

stv.(Vl) swerian I誓う、宣誓する」の接続法現在。前行で述べた原義』こもかかわらず、既にゴー

ト語swaranももっぱら法律的意味で用いられているp

1508) edstaf : stm. ed-staf I響い、 宣誓Jの単数対格。 1504行m岳nedに既出のed13-.'J 

(独Eid，笑oath)の語源ははっきりしないが、ケルト系の借用語と考えられている (法律、国帝IJ

方面ではケルト族が先進的であり、相当数のケルト系語集がゲルマン語に取り入れられているこ

とは、 284行と 1118行のambaht-の項で既述)。後半部のstafI棒、杖J(独Stab，英sta仔)はこ

こでは一種の接尾辞になっているが(古英語でも邑dstafはadと同義に用いられている)、しかし

本来は「裁判官の権威のシンボルとしての杖、司法杖Jを指した。判決や宣誓の有効性は裁判官

が手に持つ杖によって保証され、もし死刑判決の場合は被告の頭よて、その杖を折った(そこから

今日なお用いられる denStab uber'" brechen r交わりを断つ、絶交する」というドイツ語表現

が生まれた)。したがってed-stafは本来「宣誓に必要な司法杖」の意味であ り、-stafはこの箇所

のように接尾辞に近ついてはいても、なおかっ具体的なイメージを多分によびさます語であった

にちカ~\t ¥ない。

1511) fotscamel : stm. fot-skamel I足のせ台J(独Fus-schemell0 skamelはラテン誇

scamillus (またはscamellus より古くはscabellum)I小型のベンチJから早〈ゲルマ ン諸訟に

借入された。この頃の王侯の精子は高く、かっ床は冷たかったので、足のせ台は必需品であった

<nkow， 134頁)。

合 「マタイJ5章ではこの後に「エルサレムをきして誓う云々Jとあるが、詩人は聴衆に縁

遠い地名の言及を避けている。原拠に忠実な Tatian(30章3節)とのこの相違は、『へーリア ン

トjがまだキリスト教に詳しくない一般E車衆を対象とした語りものであるところから説明でき る

だろう。

1512) suuartαdj. swart I黒いJ(独schwarz，英[古]swart)の中性単数対格。 語源ははっ

きりしないが多分ラテン語sordesI汚れたものjと同系。 次行のharの繍語。

1513) har: I毛髪J(独Haar，英hair)。単数対格。 butanso… 白 「ーを除いてはJo536 

行に同じ構造が既出。

1514) ge皿 arcode: 128行他に既出のgimarkonI定める、決定するJの過去。 filuαdv
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Iおおいに」とも、また次hのeduuordoと結ぶ対絡目的語と も解し得る。

1515)晶duuordo stn. ed-word I誓い(の言葉)Jの複数属格(動詞midanが属格支配のた

めとも、前行の代名詞filuと結」、ためとも考えられる)0 1508行のedu-stafの影響下に作られた

新造語。edu-stafと違って{也のケルマン請には対応形がないz

1516) so uuirdid is simbla uuirsa soは前行のsohwe soという不定関係代名詞をうける

指示代名詞 Iだれであれ・・であるその人はJo is:人称代名詞、中性単数民栴であるが高IJ詞的

に「その点において、それについてはjの意。 uuirsaαdj.ubilの不規則な比較級)杉 山、っ

そう悪いJ(英worse)。語源は 1347行のwlrsの項を参照。 giuuardon 与格の再帰代名詞

(imu)をともなうこの動詞については300行註を参照。

1519) meron : adj. mikilの不規則比較級meroIより大きな」の男性被数対格。 butanso 

“:ここでは先行の比較級swidoronedos， meron (edos)と結んでほとんど 「ーよりも」ほどの意

となる。

1520) suuido uuar1ico 挿入副詞。

1521) huuemu saca sokea Iある人に訴訟を仕かける」。法律表現。sacaとめkianは同根

で、 ほとんど同義反復となる (85行、 1318行の註を参照)0 biseggea: sωv. bi -seggian I言

うJ(独sagen，英ωsay)の接続法現在、manを主語として3人称単数。 thatuuareαdj. war 

f本当のJ(独wahr)の名詞化、中性単数対格。

1522) ia :間投詞jaIはい、然りJ(独Ja，英yea)士 (英yesliyeaとsoの結合したもので、多く

置約の言葉が続いた)- gef: =ef geha: 547行に既出のgehanI言うJの接続法現在。属

惜の目的語(thes)をとる。

1523) nen :間投詞「いいえ、心J(独nein，"f英none) 否定辞neo，nleに数詞釦の中性形の

ついたもの。だから原義は「ひとつとして…なし、」と いう強意 af : =ef lata:接続法現

在。 genôgを対格目的語としてとっている im 再帰代名詞与俗(~!虫sich) 0 genog 中性

単数名詞として用いられている I十分さ、満足Jo an thiu: Iその点については」。前置詞an

が具絡をとる唯一の結合である。

1524) so huat so is m針。barthat: I何ごとであれ、それを越えて (obarthat)、余分な

こと (ismeriをJoIS(く it)は名調的なm針につく部分属格「その余分さJoitはめ huatsoを受

けている。 obarは I(ある程度を)越えて」の意。この勾全体がgefrummiadの対格目的語。

皿阻:複数。 ge金um皿 iad: 3人称複数。

15叩 fanubile: I不義からJo eldibarunun 複数与格。

1526) that: Iその結果Jo thurh untreuua・unntreuuaは単なる 「不誠実さ」ではなく、

ゲルマン語本来の法律的色彩の濃い「いつわり」、ここではむしろ「偽証jであろ う。キリスト教

的精神が浸透していなければ偽証も多く、作者はそんなザクセン社会の現状を意識して1526行の

一文を補足したのであろう。「マタイJ5主主37節では (quodautem his abundantius est，) a malo 
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est 1" (それ以上のことは)怒いことです」のみ。

1527) odres…uuordo [C写本はuuordulgelobian 1"他者をその言葉において信じるJ。

属格とも考えられるがC写本の形からも uuordoは具絡と解すべきであろう。odresはgilobianの

属裕目的語。

1528) gebiudit :自動詞的用法 (529行、 1074行、 1476行に既出)。

1529) ogon : sωn. oga 1"目J(独Auge，英eye)の複数対絡。C'H、ではogun

1530) ettha : = efiha， efiho (27行に初出)0 lido: lid(独Glied，英limb)の複数属格。

1531) is selbes : he selfの属格形z 次行のlidionにかかる。 ant・geldan: stv. (ill-2) 1"償

うJ11~! ent-geltenlの不定形。

1532) uurec副 1 : wrekan stv.(N) 1"復讐するJ(独rachen英towreak)の接続法現在、 2人称

複数。 wrekanの語源については、554行wrak-sid1"追放(の旅路)、国外追放」、および631行

wrekkio 1"異国の勇士Jの註を参照。

1534) gethologian 接続法現在、 2人称複数。独(er)duldeno502行などに既出。

1535) uuities endi uua皿皿es 前行のalと結ぶ部分属格 gedoe: gi-donの接続法現在、

3人称単数。

合 1536 -1554行まではTatianに応じて「ルカJ6章31節、 34節、 35節にもとづく(いわゆ

る 「平地の説教J)。

1537)合唱me: =fru皿 ao gefori gi-fori， stn. 1"手IJ得、有用さJoforian 1" (前へ)必く、運

ぶJ(独fuhren)の派生名詞で、原義は「他者より先に導くものム現代独Vor-teil1"利益、有利

き (人に先立つ部分)Jと同発想、の語。なおforianはfaran1"行く、前進するJ(独fahren)の作

為動詞で、「前進させるJが原義。 sohe uu削除 「もし・・・を欲するならJosoは従属接続詞。

1538) godes :名詞化c いわゆる部分属格。 doen 接続法現在、 3人称複数。 mildi こ

の語の世俗的意味(気前の良さ)については 1312行註を参IIH

1539) so :関係代名詞。

女 1527行から 1535行までは、ほほ「マタイJ5章38節、 39節に相当するI"r目には目で、

歯には歯でjと言われたのを、あなたがたは聞いています。J(38節)、「しかし、 私はあなたがた

に言います3 悪い者に手向かつてはいけません。あなたの右の頬を打つよ うな者には、左の頬も

向けなさい，J(39節)。だがTatian(31章)ではすべてそのまま訳しであるのに、 『ヘーリアントj

の作者は、 38節の 「歯」や39節の「頬」の例はあえてザクセン諾に取り入れようとはしなかった。

淡々とした拍象的言辞ならばともかく、このようなあまりになまなましい具体例は、とうていザ

クセン聴衆が納得するものとはならないことを危倶したからであろう。右の頬を打たれて左をも

向けるなどということは、 ケルマン武人にはあるま じ き卑怯な!J.~J交でしかなかったであろうから。

合 1536 -1538行までは「ルカJ6章31節のいわゆる 「賛会計上Jdie goldene Regelの筒所で、

かなり忠実な銅訳と言い得る。

0
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1540)晶rod: sωv. eron i援助する、慈悲深くある;与えるJ( ~ehren i作敬するJ)の命令

形2人称復数。原義は神々の前でつつしむことだったが、この時代には「慈悲深く あること、具

体的に人助けをすること jの意で用いられることが多かった。現代独の Ehrer名誉J、

(ver)ehren i敬う」などは中高独語期にラテン語honestumやhonestasの抽象的蛍味に影響され

たものである。したがって名詞針aも「栄誉jの他に「援助、報いJの意をも表わす。 arme

man.福音番になし。このあたり聴衆が食族層であるニとを予想させる口調である。 1553行にも

再度貧者が言及される。 d晶liad: swv. delian r分け与えるJ(独teilen，英todeallの命令形

(2人称複数)。

1541) rokead : swu. rokian i気にかけるJの命令形 (2人称複数)。英reck-Iessi意に介さ

ないj 、 1~1ruch-Ios i神意を気にとめぬ」の前半部や、 1!1!ver-rucht r破廉恥な(<神意をなに介

さぬ)J、ge-ruheniーして下さる」の後半部からわかるように 「気つの、ぃ、注意」 が原君主2

buuedar : 554行に既出。原義は「土つのもののどちらかJo is晶niganthanc iそれに対

する(日)いかなる感謝をもJo antf:品 an.接続法現在。

1542) lehneon :αdj. lehni iはかなしヘ借り ものの」の弱変化、女性単数与格。 I県.itは 「借

りられた、貸し出きれたJで、独leihen，英loan，to lendと同系c 古英語に同じ構造で同じ意味の

α崎j.laneがあり、多分にその影響が創造される huggeat te'" herran I thero gebono te 

gelde， that...: i御主君がそのような贈り物の褒美として(以下のように)・ ・して くれること

を信頼せよJohuggianは前置詞teと結んで「…の事を考える、 信じるj。

1543) sie : gebaの複数対格。 lono swu.lonon i報いるJ(独lohnen)の接続法現在っ

1544) so huuat so gi is : isは具体的には前行のtheroge bono…Sle"を指す(但し Ij'>数にま

とめてある)ごhwatと結ぶ代名詞属格。 thurhis minnea: i神への愛の故にJ，

1545) gebogean : sωu. gebonlgebogean i贈 り物をする」。強変化のgebanから新たに作ら

れた弱変化動詞ハしたがってge-は前綴ではなく 、頭韻を担っている。

1546) fehoscattos : stm. fehu-skat i貨幣、金銭」 の複数対格。fehuは390行参照。 skat

f貨幣;財産(稀)家畜J(独Schatzr宝物J)は ゴート語以来の語である が語源未詳。

'skillinga(後のSchilling)が金貨、 skatが銀貨とする説もある。ゲルマ ン諸族は長らくローマ貨

幣を用いていたが、カール大帝以降は独自の貨幣も鋳造され、 『へーリ アン トjの時代には美しい

金銀貨も良〈 知られていた。 fへーリアントj詩人はfagarafehuscattos i輝く金銀貨」という頭

領句を好んだらしく、他に 1648行、 1854行でも用いている。上層の人々が多かったと思われる聴

衆に容易に受け入れられる具体的イメージの用語と言えよう。 thar・関係副詞(独da，wo) 

1547) thes :後続のm岳daおよひ'Ionと結んで「それに対する(報酬)J。 品niga・「なんらかのJ。

貴 1545行godunmannunのgodは道徳的意味ではなく、「富んだ、貴顕の」ほどの意味であ

ろう。「富んだ貴顕人士に金銭を渡して、よ り多くの利を得ょうとするJという のは、あるいは金

貸しのことだろうか ?
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1548) an themu is liohte? : isはgodを指すから 「神の世においてJの意。従来の翻訳で

「この世で」となっているのは誤り。

1549) so is'" i同様である」。

1550) te leobe :独zuliebeo497行、 1286行に既出。

1551) thes : thancと結び 「それに対する恩恵J。

1552) th回: i...の放に」の意の接続討lだが(独deshalb，we辻・・)、前行のthesにもかかっているu

thin: iあなたの物をJo than 時間の従属接続詞(独wenn，als，英when)o500行に初出。

1553) geban :接続法現在、 2人材、複数。C写本は命令形gibat。

1554) lonon :接続法現在、 3人称複数。 ro皿 ot sωv. romon(teとともに)i・・を得ょう と

努める」の命令法複数。語源未詳。

貴 このあたりはほぼ「ルカJ6章34節、351lilに対応しているのだが、原拠にある「罪人

(peccatores)ですらJゃ 「悪人(malos)1こでもJといった強く響く表現を『へーリアントjの詩人

は一切用いていないのは注目に値する。そして 「貧者に施しをするようj くり 返し述べているの

もここである。 これは詩人の歌を聞くザクセ ン聴衆の多くが富裕層や貴族たちであるこ とを

物語っていないだろうか?詩人は誇り高い彼らを「悪人 罪人」に例えるこ とは巧みに避け、 も

っぱら貧者への施しを推貸するのである。愚直と言っていいほど忠実に福音書の辞句を直訳する

Tatianと比べたとき、聴衆を眼前にした 「諮りもの」としての 『ヘーリアン トjの性格がいっそ

う顕著となるように恩われる。

1555) te hlud・Litotesの例。

1557) thurh godes thanc i神の恩顧のために、恩寵を願ってj。

1558) bitharft・過去現在動詞bi-thurbani必要とするJ(独bedurfen)の現在2人称単数。属

絡目的語(es=geld)をと る。

1559) is : huuatにつく部分属絡の代名詞。

1560) darno・αdv.i f.l'lf.裡lこJ0 1047行のdarnungoと同義。53行derni註をも参照。

gedeleas : s山 v.gi-d岳liani分け与えるJ(独teilen，英todeal)の接続法現在、 2人称単数。

1561) galpo・sωv.galpon i大騒きする;自慢するJ(英toyelp iかん高く叫ぶ、キャ ンキヤ

ン鳴くJ)の命令形。1072行のgalmi物音j、1084行のgelpi大言壮語;朗笑Jと同根の擬音語。

ここは「マタイJ6章2節のnolituba canere組 tete i(施しをするとき)自分の前でラ ッパを吹い

てはいけません」に対応する箇所だから(Tatianはそのとおり trumbunsinganと訳している)、

galpanは単なる「自慢するJではなく、ちょうど日本語の 「法螺を吹くjのよう に、大騒ぎして

触れまわることを意味する。 gebun stf. gebaの後数与格む te suuido Litotes 

noh: =独undnicht， ，)t and not ne scal :本動詞としてgalponを補うと よい、

1562) that: i・(しない)ように」。目的の緩統詞。 siu = geba(単数、前行farthlnun 

gebanは複数であるが、ここでは1j1放でJZけている)0 idale αdj. idal i空虚な、むなしいJ
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(独自民1，'l'英，dle)誇減未詳。 hrom: stm. r誇り、名声、喜びJ(剣<Ruhm)9451ーパこαdj

hromag r誇らしいJが既出。もとは豊島Ruf，rufenr叫びJfJ叫ぶjと同根で、「声高に臼慢するJ

意。 uuerde 受動助動詞、接続法現在3人科;Ijt欽

1563) 1晶dlico・adu.r"、たましくもJ(生hleid-voll， leidig，英loath-somely)， farloren 

stu.( n ) far-Iiosan r失うJ(独ver・lieren，英tolose)の過去分市Lr切断Jの意の印欧祖語'Ieu-Iこ

由来し、妙、los，-108， ~-less などと同系。

1565) th阻=独wenn.灼f. 1569行のthanと呼応。 rもし・ーなら、そのときは」。

1566) te iuuuomu h岳町onhelpono biddean: r主に加泌を願うjっ biddian(独bitten英

ωbid)はこのように rte+.人の与絡+物の属絡Jを取るほか、「人の対格+物の属格J、「人の与

格+物の属格j、など、目的語の形式に関してまだ固定していない。高地独語においても 1，，]係で、

現代独の 「人の対格+um +物の対格Jに固定したのは19世紀以{変である。

156il that :目的の媛続詞。前行のbiddianに結ぶ己

1568) secono . 1521行のsakar訴訟沙汰」とはちがって、 「争いjから更に派生義の「罪悪、

谷J。古英語に比して古高独語ではこの用例はあま り多くないので、古英語的な用法と恩われるー

1569) uureda :女性複数対格の関係代名詞thea にかかる形容雨~， しかしgiにかかる主語とも

解せる。 thatgi ... : 1565行のgebeodanの内谷を小す接続詞伶したがって 1565行後半から

1569行前半までは長い婦人句。複雑な構文であるが、 than…than ..という呼応により 、また実

際の朗唱においては強弱音の技巧なとを駆使すること により、内容の大筋は聴衆に理解されたこ

とであろう。しかしかな り 「パロ yクjな文体ではある。

1570) maread marの原義は「大、壮Jだから、 「大言壮語するJに近い。 that・目的の

接続詞。

1571) diurean 前行のlobon，次行のfarleosanと閉じく前行のthat構文に含まれる筏続法、

3人称綾倣 人の対絡と(J.京 I)~ を示す)物の属絡をとる。 gibed : stn. r祈りー，j~!Gebet) の

単数対格。「祈り」は592行初出のstfbedaが普通で、gibedはこのl例のみ 語源については 5~は

行、似4行 (bedo且j、“72行 (knio-beda)の設を参U(: なおこのiuuesdroht皿 esgibedはもちろ

ん「汝らの主に対しての祈 り、お願いJのこと であるが、次の第19歌章で紹介されるいわゆる

「主の祈り」を先取りしているとも考えられる【

1573) th姐 1565行と同じ従属姥続詞で15761iのth加と呼応 :rもし なら、そのときはJ，

1574) thiggean : sωu. r恕願する、 (懇願して)受け取る、 もら う;願う」の不定形。99行、

499行に既出一 thes iu is tharf : 1187行に類似構造文が既出。 お く wesano

1575) sigidrohtin : stm. sigi-drohtin r勝利の主、神J(独Sieges-herr1 3例のみ Slgtは

ゴート諮SlglS以来のゲルマン共通語棄で、 Sieg-friedや Sig-lindeなど人名にも残る，J.Grimm 

によればこれはケルマンの主神(戦闘神)WodanlOdinに対するKenningが、 後にキリスト教の

神に転用されたもの。古英語sige-dryhtenは「神Jの他lこ(Beowulf)世俗的君主について用いられ
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(Widsith)、『へーリアントjのこの用法にも古英語からの影響が予想される ちなみに古高独語

には対応語は登場しなし、なおI1kowは、 WodanlOdinのKenningという筋よりも、 世俗的君主

について西ゲルマン共通語であったこの表現が、聖書のDeusvictoriae <fマカベア第 2;lfJ 13章

15節)などに影響されてキリスト教の神に転用されたと考えている (Ilkow.350頁)

tomea : sωυtomian f(人の対格、物の属絡) (ーに・・を)免れさせる」の接続法現在形。1016

行に同義のa-tomianが既出。

1577) bihol国主 < stu. bトhelan neouuiht : =eo-wiht. gio-wiht。次行のwordoとwerco

という複数属格名詞と結ぶ

1578) so・次行冒頭のsoと結び「・・ように、そのようにJ。

脅 1565 -1580行はほぼ「マタイJ6'::<5節および6nilに対応するが、「また、祈るときには偽

善者たちのようであってはいけません。彼らは人に見られたくて会堂や通りの四つ角に立って祈

るのが好きだからです。J(5節)や、「祈るときには自分の奥まった部屋に入 りなさい。そして戸を

しめて、隠れたところにおられるあなたの父に祈りなさい。J(6節)といった具体性はまったく盛

り込まれていない F 偽善者」という強い響きのネガテイブ表現は貴族層の隠衆の耳には不快であ

ったろうし (Tatianては忠実にIihhazarir人に気に入られよ うとする者、へつらい者」と訳し

ている}、また「隠れて祈るjというのも武人気質の濃いザクセン族にはふさわしくな¥'0 詩人は

そう判断してやや具fHIーには欠ける抽象的表現を選んだのではなし、かと思われる。

1584) gehogdin : sωv.(gi)huggian r考える」の接続法過去、3人称複数。 that(後半

行) :前半行の指示代名詞thatを受ける関係代名詞，

1585) an thana forman sid: rはじめてん αdj.formoについては21i行註を参照。

filu :名詞的用法 次行のtorhtesと結ぶ。

1586) torhtes: r輝かしいことのJ。

女 1580 -1586行までは福音舎にない補足え; キリストによる山七説教の長い前半部をいった

んしめくくる叙景文 説教があまりに長いので第16歌掌冒頭部(1280行あたり)とこことで聴衆に

状況を再確認させよ うとしていることになる。 『へー リアン トj詩人の好む 「枠備造Jのひとつe

それにしても、キリストの言葉をただ聞き流すのではなく、さまざまに 「思いをこらす必要が彼

らにはあったJ(1583行、 1584行)というよ市には、 |百l朋たるザクセン聴衆を前に自分が心から

信奉する新しい教えをゲルマンの詩歌と して朗唱し、説かんとする詩人の複雑な思いもこもって

いるのではなかろうか。

1586) tuuelibio 数詞twehfの版格
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〈第19歌章山上の説教(続き)) 

「心やさしき主よ、 あなたのお情けをいただきたいのです、

あなたの教えを実行するために J あなたのお言葉をも是非とも

いただきたい、 ああ、すべての人の子の最善の御方、 1590 

あなたの弟子である私たちに お祈りを教えてください、

あの立派な洗礼の授け手 ヨハネが毎日のように

周囲の人身に 言葉をつくして教えているよ うに、

どのようにあの良き支配の君に 呼びかけたらよいのかを。

あなた自身の弟子にもその秘密を お明かし下さい。」 1595 

するとこの力強き御方、 主の子息はたちまちに

良き言葉を返したのである: rもしあなたがたが自分の言葉で

支配者である御方に、 あらゆる玉の中の最強の王に

呼びかけたいと思うな ら、 夜、が今教えるよ うにこう言いな さい'

私たち、 すべての人の子の御父よ、 1600 

あなたは高き 天の国におられます。

ひとつひとつの言葉をもって 御名があがめられますようにb

あなたの力強き御国が 来ますように

あなたの御心が この世界のすべてに成 りますように

高い天の図において そうであるように 1605 

同じようにこの 地上 においても。

慈愛の主よ、 毎日の必要なる備えを

聖なる助けをお与え下さい。 そして、天の守り 手よ、私たちの

多くの罪をお許し下さいη そして他の人身に対しでも私たちが

同じようにし、たしますように。 邪悪な霊どもによって私たちが 1610 

当然の報いとして 彼らの意のままに惑に誘われることのないよ うに、

ありとあらゆる悪しき行いから 私たちをお救い下さい。

このように乞い願いなさい。 祈りのために膝まづき、

世を統べる神様が この人間世界におけるあなたがたの不義を
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お許し下さるよう みずからの言葉をもって。 1615 

もしあなたがたが、 人々があなたがたにこの世において行なう

不義と罪とを、 ひとり残らず許してやろうと思うなら、

そのとき、支配者である神、全能の父は

あなたがたの数多き悪事という さまざまの冒演をも

お許し下さるのである。 しかしもし、あなたがたの心が厳しすぎて 1620 

他の人身の悪しき行為を 許さないとすると、

支配者である神もまた あなたがたの悪行を

許しては下さらなL

この世であなたがたが他の人にやつてきた あらゆる悪事のE庇応E忘;報を

長い期閉じゅうずっと 三けなければならなし、 1625 

そしてもし、あなたがたがこの世を去って あの旅路におもむく前に

人の子たちとの争いについて 仲直りしておかないならば

その報いを受けねはならぬのだ。 また、話しておこう、

どのように私の教えを 実行したらよいのかを。

もしあなたがたが断食をして、 我が身の悪しき罪を

軽くしようと思うなら、 それを多くの人々に知らせではならず、

むしろ人の前から隠すがよし、。 けれとも力ある神、支配する御神は

あなたがたの心を知って下さるのである。 世の人身、人の子たちは

あなたがたを ~.fめないとしても。 あなたがたの天国におられる父君は、

1630 

その報いを必ず与えて下さるのだ、 勇士であるあなたがたが 1635 

謙虚に、かつ敬度に、 この世にいる間にあの御方にお仕えした

その程度に応じて。 不正な手段で富を望んではならない。

天上の神の報いのみを念じて 努めるがよい主

この地上で裕福に、 世俗の財宝に慣れきって

暮すよりも、 この方がはるかに立派なことなのである。 1640 

もし私の言うことを 聞こうと思うなら、決してこの世の、

この中つ国の 金や銀といった財宝の類を

あつめではならないの なぜかと言うに、

それらはここでは錆びてわち果て、 悪者どもが盗み、

虫が績なうからである。 衣服はすり切れ、 1645 

黄金の'i，: も消えてな くなる。 l~ き わざをしなさい、
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天の国において もっと価値のある

見事な貨幣をあつめなさいれ どんな敵もそれを作えず、

たとえ一片たりとも盗めはせぬ。 なんとなれば、 市・は既に

あなたがたのために積まれているのだから。 あなたがたが良き わきによって 1650 

天の国に貯えたものすべて、 あなたがたみずからの手で施した

すべての宝が。 そこへと心をしっかり向けるがし、ぃ、

というのも、 財貨が積んであるところに、

宝物があつめられている ところにこそ、 あらゆる人の思考が、

心と想いがあるのだから この広い世界においても 1655 

いまだかつて、 この地上の富と、 すべての世俗の楽しみにも恵まれ、

同時にまた 支配する御方である神僚に

じゅうぶん%に入られるよう に お仕えすることのできた

そんな幸せな人がいたためしはなし ~ 人はどんなことについてであれ、

いつでもふたつのうち ひとつは失わなければならぬ、 1660 

肉体の楽しみか、 または永遠の生命かを。

だから衣服について悩んだりせず、 思いを固く神に向けなさい、

明日は何を食べ、 何を飲もうかとか、

何を着ょうかなどと、 心の中で思いわずらっては

ならない。 神はすべてを知っておられる、 1665 

この世で神に心からお仕えし、 主なる御方の御心に従う人命に

何が必要で‘あるのかを。 まことに、あなたがたはこれについて

あの烏たちを見ればわかるであろう。 この世に11一んで

羽の衣で往き来するあの鳥たちである 財産のひとつすら得る術も

知ってはおらぬのに、 jなる神は一日も欠かさずあの鳥たちを !(j70 

飢えから守って下さるのだυ この野に生えている草木が

何と美しく飾られ、 何と見事な花をつけていることか。

あの城の守り手、 多くの財宝を持ち、

およそひとりの人間が 所有できるかぎり l“75 
最大の金銀財宝と、 あらゆる衣装の選りぬきの美服とを

たっぷり貯えていた あのソロモン Fでさえ、

今この野に立っている この草花がもっているような

そんな衣装を その生援において得ることはできなかったのである、
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この国土を支配していた王者にもかかわらず。 この美しく飾られた 1680 

愛らしい花をつけた百合を 天の牧場から装って下さるのは

全土を統べる御方なのだ。 だがそれにもかかわらず神にとっては

勇者の一族の方が、 神がみずからその御心にしたがってこの世に

創り出した人間の方がもっと大切で、 ずっと好ましいのである。

だから衣装に心をわずらわせたり、 執着してはなりませぬ。 1685

あなたがたが彼の恵みを求めてお仕えするなら、 神は天の牧場から

すべてを考慮し助けて下きれます。 何よりもまず神の国を求め、

それから神の良き御業にまねて行い、 正しい事を努めなさい。

そうすれば力ある主は あらゆる良き物をお与え下さるのである、

夜、が今ここで話すように、 事.11に従う心さえあれば、 1690 

〔福音書その他との対応)1586 -1595行は「ルカJ11 Y: 1節、 1595-1599行は同2節、

1600 -1612行は「マタイJ6章9節、 10節、 U節、 12節、 13節。1616-1620行は同14節、

1620 -1628行は同 15節、1628-1637行は岡 17節、 18節、 1637-1641行は補足、 1641

同49行は同19節と 20節、 1653-1655行は同21節、 1655-1659行は同24節の一部、 1659-

1661行は補足、 1662-1665行は問25節、 1667-1671行は同26節、 1671-1674行は同28節、

1674 -1681行は問29節、 1681ー 1684行は同30節の一郎、 1684-1685行は伺31節の一部、

1685 -1686行は同32節、 1687-1690行は同33節。

[Tatianとの対応)34章の5節以降、 35寧の2節、 36章全部、 37章の2節、38章1-2節、

4 -7ilil。

第 19歌章註解

1588) thinoro huldi :単数属格。tharfを主必とし、人の与絡と物の属絡をとる。この構造

は1187行に既出。次行tlunorouuordoも同じ機能の複数腐絡。

1590) that・目的の接続詞。 usbedon leres : usは対格、l岳resはlerianの接続法現在。

1592) doperi : stm. i洗礼者{ヨハネ)J(独Taufer)o883行dopianの項でふれたように、ゴ

ート族伝道回に由来すると考えられる。古英語はb理zere(<ラテン ，，1:baptista)c gehuuilicas: 

副詞的属格「毎日」。

1593) is uuerod :対絡clerianの代動詞duotが、そのま まl岳nanが必要とする対格を引きつ

いでいる。問機の例は1455行に既11¥ 1594行のDoは写本によって括れがあり、 C写本ではthina

iungorun(対格)、九!"j本ではtlununiungoron(与絡)となっている。
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1594) grote岨:この時代、単なる「挨拶するjだけでなかったことについては819行註参照。

1595) gerihti : sωu. gi-riht阻 nrI正しくする:? (正しく)説明する」の命令形、 2人1:，・単数

reht(独recht，lIi right)と同語源。現代ドイ ツ誇では 「正 しくするjはberichtigen，r (正しく)伝

達する、知らせるJはberichten，と分化しているが、この時期においては古高独語、 古ザクセン

語、古英語とも未分化。 geruni stn. gトrunir秘密、神秘jの単数対栴ー第3行その他に既

出。 1273行既出のrunar (秘密の)相談、話し合い」と同語源で原義は「ひそひそ話Jだが、古

高~!語、古英語、古ザクセン諾とも、「秘密、神硲J の窓に固定している。

* rルカJ1準l節では単に 「私たちにも祈りを教えて下さ，. となっている。 giruniという

単語を用いることによって作者は、ゲルマンの神々にi児文を捧ける記憶をまだ完全には失っては

いない聴衆に、「主の祈りjをも同様のもののひとつとして理解しやすく することを意図したので

あろう。

1597) Than'白血 (1599) 目的行以降に頻出。

1599) qoedad :命令形。

1600) Fadar usa : C写本ではこの前に Paternosterというラ テン語が来る。 firiho

b副首o fadarと結ぶ複数属格3 所有代名詞usaの説明語。

lω1) himila :この複数(属格)形については491行註を参照。 1606行も同じ。

1602) uuordo gehuuilico rそのひとことひとことをもってJ。頭韻の都合で補われた語句

とはいえ、 r.j'.の祈り」 を呪文に類するものと聴衆に思いこませる働きを もったであろう。

1607) rad: r助言、援助jが一般的な意味 (226行に初出)だが、ここでは 「生活に必要な品

物、糧食Jの意(独Vor-rat)ε 「主の祈りJの原文はp田 e皿 nostru皿 cotidianu皿「私たちの日ご

とのパンをJだから、 fパン」を素直にhrodとしていないことが目立つこ頭韻を踏まなくてもよい

部分なのでhrodで差しっかえないはずなのに、そうしなかったのは、「パンJhrodではあま りに

日常的・卑俗で、崇高なる祈りの言葉にふさわしくないと詩人が判断したからかもしれないーち

なみに日本の口語訳聖書(新共同訳)でもこの部分だけは文語的な「糧(かて)Jを用いている。

1609)由s・与格とも対格とも解し得る。 mensculdio: stf men-skuld r罪悪、違反J(独

Schuld)の複数属格。前行a-Iatanが属格目的語をとるためcskuldは印欧祖語本skel-r賞めを負

うJに由未し、独sollen，英shallと同系eゲル7 ン性会には罰金刑の概念があり、skuldは罰金

とも受けとられる可能性もあったから、men-とL叶 宗教的響きの合成要素が {頭韻の必要の外に)

是非とも必要だったろう。 do姐:接続法現在。主語weに対する要求を表わす。

1610)由s 対fふ farl岳deanr誘惑するjの目的語。 ledauuihti r悪霊どもJ 惚政iJ絡c

latの目的語でfarledeanの主語。wihtiについてはお行と 1030行の註を参照。原文のamalo r悪
しき者からJ(単数)を複数形に変えたのは、この当時ケルマン語の一般的慣習による。

1612) help us uuidar'" r.ーに対して私たちを(与格)守りたまえJ。

* 頭韻上の必要もあるが、 ledawihti (1610)， so uui u国 rdigesind (611)， uuidar allun uhilon 
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dadiun (1612)など、 「主の祈り」の原文にはない補足、しかも具体性を高める補足が目立つ。

1615) leutcunnea : stn. liud-kunni I人類Jの単数与絡 頻出する同義語man-kunniの、頭

韻の必要から作られたVariation。このl例しかない。

1617) the sie : theはtherosacono， sundeonoを先行詞とする無変化関係代名詞。次行のαdj

wredaiJ{jtからさらにtheを修飾する。 s1eはliud-kunniを受ける人称代名詞、単数主格。

1619)伍rinuuerk iiii行alatidの対格目的語。次行の皿岳nsculdeoという属絡につく I多く

の悪事という冒演をJ。

1620) te stark: Iあまりに硬化した、あまりにも敵意に充ちたJostarkのこの意味の用例は

1452行に初出。

1622) uuamdadi : stf. wam-dad I悪事、罪jの複数対格(wamについては742行註を参照)。

前行のalatanの目的語で、人の与格 (odrunerlunとweron) とともに。

合 1608行以降1621j iまでにalat阻が5図登場するが、人の対格+物の属格、人の与格+物の

属格、人の与格+物の対格などさまざまになっている。いくつもの可能性がalatanにはあり、詩

人はV町田10nの意識をもってそのすべてを開陳したのであろう。

1623) grimuuerc : stn. grim-werk I悪事、悪行」の複数ないし単数対格。gr1mの語源につ

いては 1348行設を参照。 isgeld: Iその報いをJoisは1625行のallesthes unrehtes (および

それ以下のよ)を先取りしたもの。またwaldandgodのこととも考えられる。

1624) te languru huuilu: I長期間にわたってJohuuiluは単数与焔

1626) endi than..ぺ than=独wenn，英if，wheno uuid 次行のgi-sonianは対格目的語

とwid..をともなって「ーと、ある事について和解するJo1469行に既出。

1630) fastonnea : =fastunniao 876行に既出。「断食」は大多数のザクセン人聴衆にとって

まだ理解しにくい行為だったに違いない。だから次行で「汝らの悪行を減少させるためにJeい

う、この箇所の原拠となった「マタイJ6章17節にはない一文を補っているのだろう。

1631) minson : swu. I減少させる、縮小するJの不定形。「減少jを示す印欧祖語ホmel-，

ffilneuーに由来し、ラテン語minus，minor，独minderなどと同系。ゴー ト語minznan，古英語

ffilnSlan，古高独語mlnnlron，現代独語ver-mindemo duad ... cud =独kundtun。ここでは

胞と人の与格をともなっているが、他の箇所では前置詞なしで人の与格のみをともなっている。

1632) midad is : mIdanは属格目的語をとるυ thoh ... thoh (1633) :前のthohは fし

かし」、後のは従属接続詞「…にもかかわらずJ(英though)。

1634) aftar thi u : Sehrtは時間的に「後にJと解釈しているが (Wb.‘aftar'の項2)a)、

1636行のthes以下を受けて、 r.ーするので、それに応じてj という 「理由Jの方がよいように思

われる。

1636) thes :接続詞

* IマタイJ61$17節「しかしあなたが断食するときには、自分の頭にiUIを塗り、頗を洗い
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なさL、jや、同 16節の 11為替者たちのように」などはTatianとは異なって取り入れられていな

い。Iヘーリア ントjの詩人は、ザクセン人聴衆には縁遠い具体的な錨写ゃあまりに露骨な強い印

象の表現は避けて、その大意のみを伝えようとする傾向がある

1640) odag : adj. r財物に富んだん 1099行od1財宝」、 947行up-od1天の財宝」、 124行odan

f恵まれた」の各注釈を参照。 libbea: libbianの接続法現在。

時41)uueroldscattes : stm. werold-skat r現世の財宝J(独weltlicherSchatz)の単数属筋。

geuuono・αdj. 1…に慣れているJ(独gewohnt)。属格の目的語をともなう。 sωv.wonon 

wunon 1滞在する、住むJ(独woh且en)と同系。 uuordunhorean 1従うJの意のhorian

は与絡目的訴をとる (498行他に既出)。

1642) sinc : stn. sink 1財宝Jの単数対格。古英語と古ザクセン語にのみ盆場する穏で語源未

詳。あるいはsir虫an(主主sinken，英tosink)の派生請で、「水中や地中に沈めて隠しておく金銀

財宝」の意か?

1643)皿 edo皿 hordes・stn.m岳dom-hord1賃金属や宝石類.財宝Jの単数属格。 medomは

1198行に隊出。 hordr財宝、秘宝J(独Hort，英hoard1硲蔵、退蔵J)は独Hoserズポ〆Jや

Hausと同じく、「おおい隠す」を窓味するゲルマン祖語*huzdaーに由来し、 「おおい隠されたも

のJが除J弘 前hのsinkと類似の命名のように恩われる 3 独では 「財宝Jのむ味では中世末期以

来Schatzに駆逐されていたが、 18世紀に叙事詩Nibelungenliedの発見とともにT、，'ibelungenhort

「ニーベルンゲンの財宝」 という語が知られるよ うになってから、雅語としてではあるが再び用い

られるよう になった。

1644) rotat : swv. roton 1腐るJ(英torot，独ver-rot旬n)の現在3人称単数。古ノルド語、

古英語、古ザクセ J 語のみに見られ、ケルマン祖語*reutan-r泣くjにru本する ものと思われる。

独verrottenはli世紀に低独語から取り 入れられたこ roste : stm. rost r (赤)錆J(独Rost，英

rust)の単数与格。原義は「赤い色をしたものJで独rot，英redと同線。 regintheobos

stm. regin-thiof r (強力な)盗人J(英thief，独Dieb!の懐数主格今回gm-，reganoーは印欧祖話

可岳g-r指令」に由来し、ゲルマン語では 「判定、決定 ;干Ij!意」、またそこから発して「権力、勢

力jなどの意味をもった J 古ノル卜語regin(中性被数)は人の運命を左右する「神 j々のことであ

る。しかし宙英語や古ザクセン語のregm・は既に強意の接頭辞と化しτおり、多くの場合におい

ては単に頭韻の都合上つけられたと考えてほほ間違いないようである。もちろん「強力な;人が

反抗するこ とができない」という含意は常に感じられたではあろうが。regm-の 「とてもjとい

う程度の強意接頭辞から作られた人名がReinhart(古高独語Reginhart，古英語Regenheard 原

義は「とても勇殺なJ)である。後半のthlOfI主、atにゴート白hTiubs以来の共通ゲルマ ン語集で

あるが、語源、木.;10 farstelad : sfv.(N) far-stelan r盗むJ(独stehlen，英tosteal)の現在3人

称線数。これもゴート語stilanをはじめとする共通ゲルマン語棄であるが、語源未詳。

1645) uurmi : stm. r①虫、 .2'舵J(主主Wurm，英worm)の複数主他c 語i原は諸説あるが、印
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欧祖語草哩er-i曲りくねるJに由来するという説が穏当のようである。 Iと2の関係は、日本語で

も 「蛇」を「長虫」と言うことから容易に惣像がつく。 auuardiad: swv. a-wardian. a-

werdian i損なう、駄目にする」の現在3人称綾数。変化を示す接頭辞aーに、werdan(独werden)

の過去形をもとにして作った作為動詞ホwardian，werdian i成らしむるJのついたもの。したが

って原義は「変化を生じさせるJo1348行止werdaní駄目になるj を 参~~L giuuadi: stn 

gi-wadi i衣服」。接頭辞のないwadiは379行に既出。語源は「織ったもの」で独weben，英to

weaveと同根。形がよく似ている現代独Gewandはwendeni曲げる、たたむ」、windenr巻くj

と関係があり、 gi-wadiと直接的関係はなL、farslitan : < far-slitano 1179行に既出。

1646) tigangid : stv. te-gangan r溶けてなく なるJ(独zer-gehenJの現在3人称単数。

golduuelo・s山 m.gold-welo i黄金とし、う富Joweloは871行に既出。

1647) hord : 1643行のmedom-hordの項を参照。 thatmera 頻出する 「名詞+定冠詞+

弱変化αdj.Jの1fyI) (drohtin the gotoのように人物名詞のことが多いが、 1096行のenanberg 

then honon， 1509行のbihimile them hononのよ うに事物名詞のこともある)。

1649) anuuendean sωv. an-wendian(人の与絡と物の対格をともなって)i.からーを奪うj

(独ent-wenden)。

1651) gesamnod gi-samnonの現在3人称綾紋とも、過去分詞とも解釈できる。後者の場合

はhebbiadが省略されていることになる。

1652) handgeba : stf. hand-geba r(みずからの手で与える)贈り物、施し」の複数対格eギ

リシャ系ラテン語elemosyna(独Almosen，英alms)の意訳語と思われる。 対応する古英語

h岨 dgiftは i(男が女に贈る)結納Jに意味が限定される。 hebbead 命令形こ

1653) modgethahti : 329 i丁に既出のstfmodgithaht i思い、心Jの綾数主格。ただし動詞

は、これを集合名詞的に把握して単数1Stとなっている。

1654) thar :前行のtharと結ぶ 州の関係国1)詞(彼wo，英whereJ。前htharは副詞で、 独

dort， da，英thereに相当する。

1655) gesamnod 過去分詞。

育 このあたりは、ほほ 「マタイJ6章19ー 21節に対応する。ただし、輝く金銀財宝、また豪

華な衣服類に対するゲルマン人の素朴な愛好心が「マタイ」よりもはっきり表現されているように

感じられる。ヴアイキ ングの墓所などでこのような財宝が発見されることは、今なお稀ではない

そしてTatianでは続いて訳されている [7タイJ6章22節の自に関する言及は詩人は無視する。

金銀財宝に比べて聴衆へのインパクトが少ないと判断したのだろう。

1656) bediu :中性複数対格の代名詞。 anthengean C写本ではathengianr実行するl

語源は646行法を参照。

1657) ge 接続詞。次行のge'"と結んで「 いも もJo354行にはla'''la ...として登場。

1658) uueroldlustun : stf werold-lust i世俗的楽しみ」の複数与格。 uuesa: wesanの

-50-



訳註へーリアント (救世主)

接続法現在3人称は圧倒的にsiが多いが、ここでは頭績の必要でwesaが選ばれた。

1659) te thanke: I神の気に入るように」の意で、「感謝のために」ではない， 118行、 508

行を参照。

郎0)odarhuuedar・代名詞odar-hwedarIふたつのうちのひとつ」。 晶n: Iー者Jとい

う数詞で強勢を持つ。

1662) gornot : 805行に既出のsωv.gornon/gnornon I嘆き悲しむ」の命令法、 2人称複数 e

gegaruu凶 :stn. gi-garwi/gi-gerwi/g町制「衣服Jの単欽対俗 273行のgaru，595行のgaruWla且

などと同系で、原義はおそらく「暖かく準備したものJ。

1663) mornont : 721行に既出のswv.mornian/mornon I気づかう 、思い悩むJ(英to

mourn)の命令法、2人材、複数。C写本は正しく皿ornotとなっている。 anmorg細 川日J。

原義は「朝にjだが、「次の朝に」を経て慨に現代独の高1)詞morgen(元米は単数与絡形)や英to-

皿orrowの意味を得ているー

胤 4)et岨 :stv.(V) r食べるJ(英ωeat，独essen)印欧祖語ホed-I噛む、食べるjに由来し、

ラテン語edereなどと同系。 drinkan: stv.( m・1)I飲むJ(英todrink，独trinken)。ゴート語

を初めとして全ゲルマン語に畳場するが、語源未詳。 anhebbean : anは冨1)詞。英on，独

悩且佃，hinaufなどに対応。hebbianと結んで「身につけるJの意(独自主haben)。

1666) huues 疑問詞huuatの属格 bithurbanは属栴目的語をとる(1558行に既出)。

thea…thea:英thosewho，独di句enigen，dle 

1667) f尚h姐 加の腐格。 huuat 間投詞。 556行にも霊場。現代の低独語でも wat!をよ

く用いる。

1668) undaruuitan 過去現在動詞undarwitanIわかるjの不定形。ア クセ ントは-witan

にもある。 thea・=fugloso

1669) fedarhamuD : swm. fedar-hamo r羽衣」の複数与格。 fedar(独Feder，英feather)

は印欧祖語事pet-I飛ぶJに由主し、ラテン語pennaI羽、羽ベン」とも同系。 hamoI衣服」の原

義は「包むもの」で、独Hemd，仏chemise，ca血 isoleなどと同系c 独Leichna皿 「死体」が古低独

でlilik-ha皿oであったことについては、 1488行lIcha皿onの註を参照 古英語にfederha皿aは頻

出するので、その影響下の造語であろう。 faranan fedarhamonは「飛ぶjの詩的頭韻成句と言っ

てよく、 5798行にも霊場する。 fedar・hamoが複数形で用L、られるのは、漢が2枚であることから

当然である。 Tati組は縫volatiliacaeli I空飛ぶもの」をhimilesfugala I空の烏Jと素朴に直訳

している巳これに対し、この「羽衣」という表現は、聴衆にゲルマン神話のヴァルキューレたちゃ、

あるいは名人鍛冶ヴィーラントをめぐる羽衣伝説を思い起こきせる詩的効果を持っていただろう。

1672) u皿bi: I・の故に、 をめぐってJ， uurti: stf. wurti I権物、草花、ハーブ;根j

(独Wurz，Wurzel，英wort)の複数主格。ラテ ン原文のliliaagril野の百合Jを『へーリアントjの

詩人は、この箇所のwurtと1681行のlilliとに分けて頭韻詩を紡さ出している。
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1673) fagaro αdv. r見判こJo gefratohot swv. fratahon r飾る」の過去分詞、受動。

380行のfratahar装身具、宝石」と同i原であるが"llt原水計

1674) gebloid : sωv. bloian r開花するJ(独[auf]bluhen，英toblow)の過去分詞。これも

1672行のsintと結ぶが、受動ではなく現在完了、 印l孜祖語ホbhel-rふく らむ」に由来し、ラテ ン

M~flõs r花」、英日ower，独Blume，Blute， Ball，英bloom，blossom， ballなどと同系である。

1675) Salo皿 on ザクセン人隠衆にはさしあた りおそらくこの箇所のみで、 富んだ古代の大

王として始めて有名になった名であろう。

1676) m畠domhordas 1643行に既出。 m岳stと結ぶ属格。 therothe theroはmestを

内容的に複数として受ける指示代名詞複数属格 (部分属格)、 theは無変化の関係代名詞 (対格)。

「ひとりの人間が所有 しうる限りの(最大量)Jほどの意。 品hti 過去現在動詞eganの接続法過

去3人称単数。

1677) uuelono・やはり前行mestと結ぶ複数成格。 geuunnan gi-winnanの過去分詞。

1675 hhabdaの対格目的語を修飾する r.を獲得して所有しているJo cust: stf. r選択

(権)Jの単数対格。 stv.kiosan(英tochoose，独 〔雅1kiesen， kuren)から作られた名詞。「すへて

のものからの選択Jから「選りぬいた最善のものjという意味が生じ、ここはその例。

1678) an is libe: rその生涯においてJ。

1679) auuinnan =winnano so 関係代名詞。

1680) gegariuuit : garuwian (595行に初出)の過去分詞。

1681) lilli : stm. r百合J(独Lilie，英lily)。ラテン語liliumの複数形liliaから。 古英語、古

ノルド後ではk性、古ザクセン語では男性、古高独語では男女に揺れているー 北の民族であるゲ

ルマン族にはあまりなじみのない縞物だったが、改宗とともにマリアおよ びイエスのシンボルと

して知られるようになった。 blomon: sωm. blomo r草花J(独Blume，英bloom)の単数具

格(midは具格支配)。語源については 1674行bloianの註を参照。 ina =lilli. uuadit 

swv. wadian r装う 、衣服を着せるJo379行wadi，1645行giwadiの関連語。

1682) Mer :名詞的用法 r主にとってはこの勇士たちの一族の方がより大きいものであるj。

umbiは「ーに関してJ。

* このあたりかなり忠実に「マタイJ6章30節に従っているのだが、 しかし 「ああ信仰簿き

者たちはJ(quanto magis vos modicae fidei?)は全然取り入れていなL、。 やはり ここでも、誇り高

い貴族腐が中心の聴衆に対する詩人の一種の遠慮が働いているのではなかろうか。

1685) radan : stv.( VH-l) r助言する、援助するJ(独ratenl 属格目的語とと もに「…につい

て配慮する」の意っ

脅 1684ー 1685行までは 「マタイJ6輩出節の衣服に関する部分のみの再説であり、飲食に関

する部分は詩人によって完全に無視されている，r主の祈りJにおいて「パン」を避けたのと問機

に、貴族聴衆にあまりに r~、やしい」と思われることを避けたのだと恩われる。更に、同じく
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「マタイJの32nilに対応する 1686-1687行において、原文冒頭にある「これらのものはみな呉邦

人が切に求めているものであるj という一文も、詩人はまったく取り入れていな~'， 異邦人に対

する ζのような「差別発言」を誇 1)高いザクセン聴衆に聞かせてはかえって伝道の妨けとなると

考慮したのであろう。

1687) gerot SWl'. geron r欲するJ(独begehren，英ωyearn)の命令法2人科、健以ー属格目

的語をとる。独gern(e)も同根。 duat 命令法。 aftarthe皿 isgod町 1uuercun: r神の

良きわさに従って行動せよJ，them'" werkunは綾数与格。

1688) romod : 1554行に既出。属格目的語をとる 3

1689) gebon : 1545行既出の弱変化動詞「贈物をするJのが定形 midをと もなっているの

で的行 lUを対絡と解すべきだろう(主主;n.mit et. beschenkenl。

〈第20歌章山上の説教(続き)> 

あなたがたはどんな人に対しても いささかも不正な、

害になる裁きを下してはならない。 というのも本当の裁きが後に

その人自身に下されるからである。 そのとき、この世において

不正な裁きを他者に下した者にと って、 その行為は大きな悩み、

大きな苦痛となるであろう。 あなたがたのだれひとりとして、 1695 

この地上の住かにおいて 物を売り買いするときに

偽りのはかりを用いることがあってはな らないο というのも、

人間のだれでもそうなるのであるが、 他の人に行なったように、

正にそのとおりに その人自身がなるのであるから

たとえその人は 自分の罪など 1700 

認めたくはないとしても。 それからこれも言っておこう、

いかなる場合に あなたがたが悪事の最大のものから、

大きな罪悪から身を守るべきかを : なぜあなたはわきわき

あなたの兄弟である人をそしって、 彼の眉の下の

自の中に麦わらが見えると言うのか、 そして自分の目の中の 1705 

ずっと重い角材のことは 考えようとしないのか、

あの堅くて重い材木のことは まず最初に、とうしたら自分のが

取り除けるか考えるがよ L、。 そうすれば目前に光が輝き、
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あなたの日は聞かれるのだ。 その後であなたは初めて

その肉親の目を、 彼の頭部にあるまなこを直し、 1710 

いやすことができるのである。 そうして人キのだれもが

この中つ国において、 この世において

自分こそが慈事をなしているという思いを 強く持つべきである、

他の人の罪名手ばかりを心にかけて、 その笑本当は自分の方が

もっと多くの悪しきわざを 行っていることを 1715 

棚にあげではならない。 もし良い行いをしたければ、

まずみずからを 罪悪から解きはなち、

不義から脱け出すべきなのである。 そうすれば後に教えをもって

人身を助けることができる。 みずからが清く、罪を免れていることを

確かめるのが先決なのだ。 豚の前にあなたがたの真珠や 1720 

さまざまの宝物を、 聖なる首飾りを、

置くべきではない。 なぜなら豚はそれを汚物の中に踏みつけ、

土砂の中でどろどろにするから。 豚には清らかな物や

美しい宝物がわからないのだ。 この世の多くの人も同械で、

あなたがたの聖なる言葉を聞こうとはせず、 神の教えに 1725 

従おうともしない。 彼らは良きことの何たるかを知らず、

空虚な言葉や 役にも立たぬ物事の方が、

彼らにとっては 大いなる神の御わざや御意志よりも

はるかに好ましいものなのだュ このような人々はみずからの心中で

考え、 学び、そして実行したいと恩わぬ限り、 あなたがたの聖なる言葉を 1730 

聞くにあたいしない者たちである。 彼らには何ひとつ教えを説いては

ならぬ。 真実の言葉を信じようとしない人キに係わって

神の御言葉と あなたがたの言葉の多くを無駄にしないためである。

それからまたあなたがたは、 この地を旅してまわるとき、

人々とまじわる場合には たいそう賢明に身を処し、そして気をつけねはならないc 1735 

あの嘘つきの教師たちが 言葉と行動の双方を使って

あなたがたをたぶらかさないように。 彼らはすばらしい火災で

美しい財宝を身につけて来るが、 邪悪な思いを抱いているのである。

彼らがやって来るのを見れば、 すぐそれとわかる，

彼らは賢い言葉を語るのだが、 彼らの働きも、また考えることも 1740 
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何の役にも立ちはしなし・ というのも、あなたがたも承知のよう に、

茨にはぶどうが実るはずがなく、 何らかの良きものが、

見事な果実が実ることはないのである。 また勇士たちが茨の茂みで

いちじくを収穫することもありえない。 よく理解できるであろ うが、

この地上に生えている悪い木が 良い実を与えてくれることはなく、 1745 

また、良い木が人の子たちに 苦い生りものをもたらすことは、

神様がなさるはずがないことである。 そんなことはなく、

どんな木からも、 その恨の部分から生い育つままの

そんな実がこの世では 成るものなのだ、

見事な実であれ苦い笑で、あれ これは胸中の思いというものを、 1750 

多くの人の心の中というものを 指し示してくれる。

つまり、どんなもののふであれ、 自分の日でみずから示し、

伝えてしまうものなのだ、 何で、あれ思っていることを、

心に抱く思いを。 そのどれひとつとして隠すことはできないう

悪しき人からは 邪悪な計算づくが、 1755 

苦々しい不正な言葉が、 彼の胸にあるままに、

心のまわりに結ぼれているままに出るのである いつでも彼は考えを、

思いを自分の言葉で知らせてしまい、 行動はそれに続くものなのだ。

同じように、良き人からは 賢明な答えが、 彼の叡智によって

賢明に返ってくるものだ。 彼はいつもそれを自分の言葉を用いて、 1760 

自分の口を使って、 心に抱いているままに、

彼の心の秘宝を話すものなのだc 彼の口から神聖なる教えが、

本当に喜ばしい言葉が現われ出て、 その後で彼の働きが

人身のために成就し、 多くのもののふたちの

役に立つことになるのである。 これはすべてを支配する御方みずからが、 1765 

全能の神、 天の主君である御方が

良き人身に許しておられることなのだ。 彼らといえども

神のお助けがなければ、 言葉によっても働きによっても

何ひとつとして良きことを この世で行なうことはできはせぬ。

きればすべての人の子は、 ただかの御方おひと りの力を信ずべきである。 1770
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〔福音書その他との対応)1691 -1693行は「マタイJ7章l節と 2節、 1695-1701行は同2節

の一部と自由補足。 1703-1707行は同3節と 4節、1707-1711行は同5節。1711ー 1720行は

自由補足。 1720-1724行は同じく「マタイJ7章6節、 1724ー 1734行は会堂説教的意図によ

る補足敷街，1734 -174111は7章15節にもとづく が、 Hrabanus註解によって大幅に変更。

1741 -1744行は同7"i'i't16節、1744-1750行は問 17節と 18節、1750-1754行までは次節へ

の 「枕」 的導入部、1754-1762行は「ルカJ6章45節、 1762-1770行まではHrabanus註

解にもとづいた説教色波厚な自由補足。

(Tatianとの対応)39章1節、 4-7節、 41章 1-5節。

第20歌章註解

1692) adelean : swu. r (判決として)与えるJo1436行既出の法律用誇。 dom: slm. r裁
き、判決J(英doom) 語源などは490行註を参照。

1693) thar :関係副詞(独 wo，英there) rそしてそこにおいてはJ0 it:主格。

=unrehtes w泣lt，derb ies adelean。

1694) them :後半行の関係代名詞と結ぶ指示代名詞。 hir 前行のtharに対して「この世

において」。

1695) that : 1697行の接続詞that以下を先取 りする指示代名詞中性単数対格。 dua:

luwar岳山gを主語とする接続法現在(要求)。

1696) gardon : gardの復数与格。 577行註で述べたように「聞いをした家屋敷」が原義である

が、ここでは比験的に「この世」ほどの意。 geldesettho copes・「支払L、や買物の際にj。属

絡の副詞的用法。slm.kop r買うこと、買物J(独Kauf)の語源は 1191行のkop-stediの註を参照

1697)訴皿et: sln. gi-met r尺度、ます目J(妙、Mas)の単数対格。印欧祖語*med-rはかるJ

に111;1、し、生担皿essen，英tomeasureと同系。

1698) m品nful αdj. men-ful r不正のJ。主語hiにつく 主格補語。 motean: sωu. motian 

r(与格とともに)・に出会う;生ずるJ(英tomeet)のイ勺じ形 ゴート語、古英語、古ザクセン

語、古ノルド詩なとに見られるが、高地ドイツEltには伝わらない。

1699) sulik so A. 80 B . r Aである よう に、 そのよ うにBであるJ。

合 「マタイJ7章2節「あなたがたの量るそのはかりで、自分にも量り与えられるであろうj

に相当する箇所で、 Tatianは忠実にInthemo mezze thie ir mezzet， ist iu gimezzanとしている

のに反し、『へーリアント』 の詩人は大胆に日常的支払いの場の不正ますに移し変えている。卑俗

化ではあるが聴衆にはわかりやすし、

1702) huuar: rどんなところで、いかなる点についてJo uuardon sωu. (与格再帰代

名詞と対格目的語をともなって)rあること に用心する、気をつけるJ(鋭warten，英ωward，ω
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guard)， 300行註参照 uuiteo mesta r罪の (中性複数腐格)最大のものを」。皿釘taは

adj弱変化中性l件数対格の名詞的用法c

1703) te huui: rなに故に」、 555行に既出。 besprekan: stv.(N) bi-sprekan i 141徹する、

主語るJ。ψの用法の方が多く、これは占英語besprecan，古高独語bisprehhanについても同様。

1704) brahon : swf brahalbrawa rまゆ(毛)J (独Braue，英browJの複数与格。ゴート語

br必， augins rまばたきJが初出例で、おそらく印巨大祖語、herek-r輝くJに由来する。この箇

所の!且拠である「マタイJ7章31ilでは単に「兄弟の自のちりJ(festuca血回 oculofratrisJであ

るが、頭韻の必要上brahaを取り入れたもの。 gesehas 接続法現在J

1705) hal皿:stm. r麦わらJ(独Halm，英haulm)の単数対格c 印欧祖形は本kolamos.，

1706) suaran swarano balcon: sωm. balko r角材、必j(独Balken，英balk)の単数

対絡。共通ゲルマ ノ語。ず っと後になって仏語経由でイタリア活から人った独Balkon，英

balcony rノミルコニーJも閑語源で ri{(fll)の露台Jを表わし、北伊に定住したランゴハルト族の

ゲルマン語に由来する， siu且i: r服J，1479 i1'と同 じく頭韻の必要上選ばれた。

1707) trio : stn. treo r材木、梁J(英tree)の単数対絡。ゴート語trlU以米多くのゲルマ ン

語に見られる語で、「オーク鎖の堅い樹木jが原義らし¥'0 高地ドイツ議には笠場しないか、ただ

し独treur誠実な」、 Treuer誠実さ」、 Trostr慰め」、trauenr信頼するjなどは元来 r(オーク

の)怖のように堅くしっかりしていること」に由来するとし aう，札もある t英true，truthなども同

様ということになる). hebig:αdj. r重し‘J'英heavy10r持ち上げるjのstv.(VI)hebbian 

(独heben，英toheave) と同系 121 i r a-hebbian;1主主)1:1.I an thinan hugi fallan・独auf

den Gedanken fallen r思いつく」と同じfallenの用法。

1708) thana : =汝自身ブ}目のうっぱり。 a1oseas 接続法現在。

1709) geoponot . sωv. opanonloponon r開けるJ(英toop阻， i!虫o仔nenlの過去分詞。

1710) suases αdj. swas r身内の、親族のJの誇械は202行註参照c gisiun =siun 

gebotea且 =boti血 l独verbessem，busen " 877行に既出。

肯 このあたりの原文「マ宇イJ7'¥"，5節は「偽善者よJ(HypocntaJて始まっているが.ゐ

18歌章においてと同じく I I.-) ~X j rの脅，)})詩人は採用 しなし為。貴族聴衆にはふさわしからぬカh

だろう。

1711) so mag that : thatは指示代名詞で、 1713行の接続詞that以下を先取り する主語。

magは当為のニュアンスを衛び、 skalに近い珍しい例。 もちろん願望の意とも解 し得る。

1713) uuammas 部分風俗。

1714) ahtogea : swv. ahtonlahtogean . '1(:二かける、留意するJ(彼ach胞がの篠続法現在3

人称単数3 印欧祖語、k-r思慮する」に由米τ コー ト語以下共ケルマ ン的単語であるが、英語だ

けは古英語eahti組以降消滅した。

1715) endi habad ... : 1713行のthatに続く。
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1717) ina =再帰。 atomeon・「赦すJ(人の対格、物の編絡をとる)， 1016行に初出。

1718) leduuerco : stn， led-werk I悪事jの複数属格。 ("1/本ではletherouuerco， loson 

swu， (人の対格と物の属絡をとって)I・から・を開放するJ(英toloosen，独losen)0 si dor '・・

sidor ，.. 最初のsidorは副詞「その後にJ. 1719行のsidorは従属接続詞「・ した後になってJ。

1720) sicoran : adj. sikor (属格目的語をともなって)Iーから免れたJ(独自cher，英secureJ

の男性単数対格。前行hluttranとともに inar自分自身を」の補語。 諮i原については892行

sikoronの註を参院{

食 1710ー1720行までは詩人の自由補足。前!lil内容を一般的にl放街して、「目の中のうっぱりJ

という一見奇抜な比聡を聴衆にわかりやすいものにしている。

suinum stn， swin I豚J(独Schwein，1jf swine)の複数与格。語源ははっきりしないが、嶋

き声の指定音からかつ ラテン語sus，独Sau，英sowなども同根。 teforan:α:du. te-foran (与

格名詞の後置詞として)I…の前方に」。

1721) meregriton : sωf merigrita r真珠jの複数対格c ギリン ヤ語margaries，ラテン語

margaritaからの古い借入語。ゴート語marikreitusの頃から既に、前半部は 「海、湖J(古ザク

セン語men，古英語mereJ、後半部は r砂粒 I(独Gries，英gritJであると理解されていたらしい

(実はオリエント由来のこの語源は未詳)。英彼とも後にロマンス語由来のpearl，Perleによって

とってかわられたっなお、 人名、他物名の 「マーガレ y ト」、食品 「マーガリンJなどもみな同系

語である民 makon 本来の意味を持たず、teforanという 方向の副詞によって 「置く」という

意味が理解される代動詞 r もちろん頭韻の必要によって使用されているのである士 medmo 

m邑domの複数属格 A 次のgistriuniと結ぶ gistriuni stn. r財宝、所有物」。古高独語

gistriuni，古英語streonがあ り、「獲得、所有物、財産」を示す。ラテ ン語struor積みあげる、

築くJと同恨の可能性がある。 fへーリア ントjには過去分詞gistriunidr飾られた」も受場し

156661'i )、単なる「所有物Jではなく、 宝石や賃金属の類に立n，tが固定していたら しい。

1722) halsmeni : stn. hals-meni r首飾りJohals は印欧祖語*ksu~J・「まわる」に由来し、 f頭

の回転する部分」が1m義 ラテン語collusr首Jやフランス語collierr首飾り」も同系。ゴート語

haJsをはじめとして全ゲルマン語に見られる 後半のmenir首飾りjは独立しては『ヘーリア ン

トjには登場しないが、古英語mene，古ノルド語皿en，古高独語menruなどがあり 、またラテン語

monjJe r首飾り」やスラヴ語、ケルト語の類似例からも古い印欧語であることがわかる。すなわち

「首、首すじ」 を意味する不mono-(二・1，またはio-派生語尾がついて 「首飾り」の意が生じたもの。

'f:monoの原義の方は西ケ'ルマン語では「動物の首す じ→動物の首すじの毛→たてかみ」と変化して、

独Mahne，英m阻 elこ伐っているず hals-meniはしたがって同義反復に近いことになるう

女 「マタイJi章6節ではまず「聖なるものを犬にやるな」とあるが、詩人はこれを無視するむ

古来狩猟や牧畜に、そしてベットとしても大きな役を果たしてきた犬(貴族肘であればなおさ ら}

をこの関連で言及したくなかったのか ? そして 「マタイ」では単に「豚の前に真珠を投げては
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なりません」とあるのを、「真珠や数々の宝物を、聖なる首飾りを…jとく とく訳しているのは、

頭領上の必要性を考慮しでもなお興味深い。とりわけhelaghalsmeniは、ケルト人やゲルマン人

が一種のお守りとして身につけていたベンダントを想起させる。改宗期には、それまでお守りと

して愛好された雷神Thorの万能のハンマーが形の類似から十字架と見なされるようになり、十字

架形のベンダントが普及する一因となった。『へーリアントjの作者は、おそらくこのような十字

架ペンダントを念頭に置いているのであろう(I!kow，166頁およV'Murphyの註95を参照)。

it :形式上は中性単数のgestiuniおよびhals皿emを指すが、心理的には直前のhalsmeniであ

ろう。 horu: stm./n. iごみ、汚物」の単数対絡c 古英語horh，古ノルド語hoπ 「鼻汁、ごみJ、

古高独語horoなどもあるが語源未詳。 spurnat: 1372行註を参照。

1723) suluuiad : sωv， sulwi姐 Jsuli姐 r(塗りたく って)汚すJの現在3人称複佐 ゴート語

bi.saulja且の他に古英語、古高独語にも類語があり、印欧祖語、eu.r汁気のある、湿った」に由

来すると思われる。現代独語Sudelr汚水、不潔j、(be)sude!nrグチヤグチャ汚くする」も同根s

subreasαdj. subri ii青潔なJ(独sauber)の名詞化、 中性単数属格ョ俗ラテン語由来のこの

語の語源については334行subroの註を参照。属絡は次のgesked(653行に既出)との関連で。

1724) fagaroro fratoho 複数属格c

17271 lariαdj. r空虚なJ(独leer)の中性複数主情 「拾い集めるJ意のlesenと同根で、「収

穣が終わって、貧民に落語E拾いが許されるようになった畑Jが原義。農業用語だったが、この時

期には英独ともに(古英語gelare，古高主主語l品目)一般的に用いられていた。

1728) umbitharbi αdj， um.bi-tharbi i無益の」の複数主格o U皿ーは次のbiのために唇音化

した否定接頭辞un，bi-tharbiは525行thurftigの項でも触れたが、 「必要性、有用性Jを意味す

る8tf.thurftからの派生adjで「有用な」の意。

1729) th阻。次行のef 以下を先取りして「もし ならば、それならば」。

17321 managt且.中性複数主絡対絡にも時々誇I宅-aや唱がつく。しかし-uは対絡のみs

1733) gilobean to I uuaroro uuordo 伊lobianが属格目的語とαdv.toをともなっている例。

脅 1724 -1734行までは福音占にはない補足であり、豚の比輸をE車衆にわかりやすく解説しよ

うという説教的部分である

17351 listiunαdι として用いられた複数与悩 「賢明に;ひそかにJo315行註を参照ュ

aftar: i・・を通って1

1736) luggeon αdj. luggi i嘘つきのjの弱変化男性複数主絡 1037 j i既出の8tf.lugina(主主

Luge，英lie)のαのである。次のleronを修飾するが、その聞にnemugmが来ているので 「あの

嘘つきたち」のように名詞的と考えていいだろ う。 1岳ron sωm，lerollereo i教師J(独

Lehrer)の複数主格 ラテ ン原文ではpropheti。

1738) fecn四 α:dj俗knii邪悪な」の男性単数対格。 1228行にfegniとして既出。

1740) dugin : 1371行に既出の過去現在動詞dugan(独taugen)の接続法現在、 3人材、被数。
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1741) gethahti : stf gi-thaft ，思考;信仰jの複数主格。 thorniun: stm. ，茨(の茂み)J 

(英thorn，独Dorn)の複紋与栴

1742) uuinberi stn. win-beri ，ぶどう(の実)Jの複数主格c WIDについては 127行および

229行註を参照。 beri(独Beere，英berry)は古英語版e)asu，緋色のJと同根と思われ、「赤紫色の

果実Jが原義かと推測されているが、異説もある (，茂みに生じる実Jなど)。 ゴート語wein-

ba割以来の古い合成語であるが、近代英・独語ではgrape，Traubenにとってかわられ、英Wlne-

berryは木穫の一種、独Wein-beereは f干しぶどう」を表わす南独方言となっている。

uuelon sωm. welo ，良きもの;富」の単数属格。eowihtと結ぶ。

1743)仕uhteo・stm.fr吐】t，果実J(独Frucht，英仕uit)の複数属格。ラテン語fructusに由来

し、ローマの優れた農耕 園芸技術をその用語とと もに早く採用した中・低ライン地方から全ゲ

ルマン語圏に広まった語稔のひとつ。 純粋な古ザクセン語ではwas-tom(独Wachstum)であるべ

きであり、笑際数行後(1745)にはこの諾が使われている。 ライ ン地方以外ではこの系統の外来語

は定着が遅く、たとえばSt.Gallenの学僧Notker(950年頃-1022年)は古高独語fruhtを好ま

ないで古来のwuocher(独Wucher< wachsen)を用いている。 fi思JD : swf. figa "、ちじくJ

(独Feige，英伍g)の複数対格。ラテン語釘cusがプロヴアンス諸経由で入ったもの。 ゲルマン語の

大多数はこの系統の語を用いているが、ゴート語のみはsmakkaという語源、不詳の訳語になって

いる(独schmeckenと関連させて「美味な果実」の意とする説もある)09世紀前半には(主に乾

燥果物として)ゲルマン族にもすっかりポピュラーになっていたと恩われる。

1744) hiopon : sωm. hiopo ，茨の茂みJの複数与格 「野ぱらの実Jを意味する南独H時 fe，

英hipに残るが、語源』、両1

育 1734行から 1744行までは「マタイ」の7章15節と16節に対応するが、 (ほぽ直訳している

Tati回とちがって)15節では変更が大きい。そもそも「にせ預言者Jfalsus prophetは fへーリ

アントjではluggilero ，うそつき教師」と、わかりやすく言い換えられている。次に「彼らは羊

のなりをしてやって来るが、うちは食欲な狼ですjという原文が、宝石で飾られた美々しい衣装

と邪悪な心という対比に置きかえられている 3 頭領技術上の問題もあったかも しれないし、ある

いは聴衆の大多数がザクセ ン貴族なので、素朴な牧畜上の比I聡よりこちらの方がより多くアピー

ルすると作者が考えたからかもしれない。しかし直接的には、 Hrabanusの註解書の影響が大き

く、とりわけ補足的な箇所はそうである。

undarhugge副司 Sωu.undar-huggian ，理解するJo，ある事柄の中に没入してじっく り思い

をめぐらす」のが原義。ラテ ン語*inter-legere，物事の中から選び集めるJ> intellegere ，理解

するJ(ここから intellect，intelligenceなどが生じた)と発想の近い語構成で、英tounderstand 

なども同様に理解できる。 fへーリアントjには他にundar-gripan，undar-thenkian， undar-

wltanなどのundar-を用いた類似表現が見られる。

li45J bom : stm. r樹木J(主IlBaum，γ英beamr梁，光線、ビームJ)の単数主li!r，ゴート
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語bagms以来の共ゲルマン単語であるが、語源未詳。独biegani曲るjと同様で 「風の中で曲る

樹木Jが原義か? 古い段階では「樹木」だけでなく、「木材」、「木の僚Iや 「卜字架」をも夫わ

したが、独では前者のみに、英では後者のみに意味が限定されて行った 英beamの「光線jの

意味は、 i(光の)俸Jという比檎の形で既に古英語に登場している。

1746) uuastum : stm. wastom i (集合的に)果実」の単数対絡 「成長」の意味(独

Wachstum)では既に962行に登場しており、語源、なとはそこの註を参照。ちょうと日本MtO)

I生りもの」と同発惣の誌で、したがって果物に限定されず「作物、槌物jにも用いられた (2506

lJJのは、古英語、古l窃独語も同協 蛇足ながら現代独Obstはホob+Essenという構造で「主食

につけ加える(ob)食物 (Essen)、面Ij食類Jが原義。豪勢な食事が貴族階級では可能になったカロ

リング期に成立した話「当初は主に豆類を指したか、南欧由来の果実が普及する とともに「果χJ

に意味が固定したもの。但し『へーリア ント』には受場しなL、。 gescop: < gトskepian(独

schaffen， schopfen，英toshape): iまた神はthat以下のことも創造はきれなか勺たJ

1747) barnun :複数与格G

1748) bari・<beranの緩統法過去， bittresαゆ.bittar i昔、、J(英、独bitter)の中性単

数属格。「苦いもの」という名詞的用法であり 、それが郎分属絡としてwihtと結んたもの i何

か苦いものを:いささかの苦いものを」。現代独etwasBitteresも同じ話構成である 印欧祖語

、heid・「裂く、切るjに由来し、独beisen，英tobite i噛む」と同i原ν

1749) so・前半行のsu1ikと結ぶ一種の附係代名詞対併でwastomを備す。このよJ)主誌は

gehwilik bam im 関係文主涌 gehwilik の与 佑内 ~，，:(vr， 示IJ gedregid. 8Il'.( VJ) gi-

dragan(独tragen)の3人材、単数現在ι 主語はgehwilik'bom' uurteon IJ1j， J!ii:'>行既出の

wurtの後数与格 1672行と 1679行は「植物、市住Jであったが、ここは明らかに 「根Jであるコ

1i501 berht， bittar 前行wastomを補足説明するαdj.なので、男性単以 1:.1件、

育 「マタ イJi章17節、 18節では「良いJi惑いJIbonus， malus)でしかないが、 fヘーリ

アントI詩人は i(輝くよう に)見事な」と「苦いJという頗韻を踏む対応諾に変えている 詩人

の苦心がうかがえる

That: iこのことはJuいささか唐突だが前文の内容を').:け、 menidの」話 但し1II刀本では

Thanとし寸副詞になっていて、解釈上問題のある箇所。 m岳nid i…が…だということを指

し示す ;意味する」。対絡目的語と従属節をともなう っ対格目的語breosthugi... modse bonと

hwo・以下とをまとめて「これはすなわち胸の思いとは するものであることを示唆するJほと

の意。 breosthugi: stm. briost-hugi i胸の思しリの単数対格心(但しM写本に従えば E絡}

胸部に思考の源を見るのは非科学的ではあるが、ほとんと全人頒に共通のイメ ージと言うことが

できょう。単なる頭韻便宜上の造語でないことは当然であるτ175-1行のhugiumbi lS herteも同

発患。次行modsebonはこのbreosthugiのVariation，

17541 thes : eowihtと結んでー体をなす属絡。
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1755) inuuidrado8 stm. inwid-rad r那悪な思い、計算ずく;悪い提言」の複数主格。

皿 widは1468行に、 radr配慮、計算、助言jは226行に既出。

1756) baluspraca : stf. balu-spraka r悪しき言葉Jの複数主格。

1757) geheftid : baluspracaの補語たる過去分詞。 c由did 主語のhi(=the ubila man) 

を補って考える。

1760) that :結果的接続詞。

1762) hord :ここでは「心中深く秘めた貴い思い」と解してよいが、「おおい隠されたもの、

秘宝Jというこの語の原義はよく保存されている (1643行註を参照)。この箇所の典拠「ルカJ6

章45節に「良い心の倉、悪い倉Jde bono thesauro， de maloとあり、 そのthesaurusをhordて

表わそうとしたもの。Th組組: i口からJ。

1765) uuerdan te uuilleon: r利援となる、役に立つJ1124行に類例は既出 it・上述

の「良き人の口から発せられる言葉が多くの人を助ける」ということ。

1770) is enes : he enの属格

女 1762行から終わりまではHrabanus註解などを中心にした補足文。読まれる文献たる

Tatianとは用途が本質的に異なっている『へーリ アン ト』の、聴衆を目の前においた歌唱説教と

しての面白が躍如たる部分である。
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